
USUKI CITY PUBLIC RELATIONS
http://www.city.usuki.oita.jp/

日本の心が育つまち～たくましさと温もりをめざして～
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光り輝く
うすきの未来のために

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、平
成
26
年
の
初
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、昨
年
、２
期
目
の
ス
タ
ー

ト
に
あ
た
り
、「
市
民
力
で
心
の
か
よ

い
あ
う
安
心
社
会
」の
実
現
に
向
け

て
、新
時
代
の
５
つ
の
基
盤
づ
く
り

を
政
策
の
柱
に
掲
げ
、市
政
発
展
の

た
め
、情
熱
と
決
意
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、防
災
・
減
災
対
策
と
し

て
、防
災
拠
点
施
設
と
な
る
新
消
防

庁
舎
の
稼
働
や
、防
災
士
の
育
成
な

ど
防
災
体
制
の
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
市
街
地
の
災
害
へ
の
備

え
と
し
て
臼
杵
公
園
へ
の
津
波
避
難

ル
ー
ト
を
新
た
に
３
ル
ー
ト
整
備
し

ま
し
た
。
日
頃
か
ら
防
災
訓
練
等

を
通
じ
て
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、地
域
の
つ
な
が

り
や
支
え
合
い
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
充
実
が
大
切
で
す
。
誰
も
が

希
望
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
す
る
協
生
の

ま
ち
づ
く
り
を
更
に
前
進
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
が
進
む
中
、新
た

に「
お
達
者
長
生
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
」を
始
め
ま
し
た
。
元
気
な
高

齢
者
が
地
域
貢
献
活
動
に
参
加
し
、

生
き
が
い
や
喜
び
を
実
感
し
な
が
ら

介
護
予
防
に
結
び
つ
け
、健
康
寿
命

を
伸
ば
し
、活
力
あ
る
長
寿
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、観
光
振
興
戦
略
会
議
か
ら

臼
杵
市
の
こ
れ
か
ら
の「
観
光
戦
略
」

の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
臼

杵
ら
し
い
お
も
て
な
し
」を
基
本
理

念
と
し
て
、お
客
様
を
温
か
く
優
し

く
お
迎
え
す
る
た
め
、豊
富
な
資
源

の
活
用
や
ま
ち
の
活
性
化
の
仕
掛

け
な
ど
、様
々
な
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、官
民
が
一
体
と

な
っ
て
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
新
た
な
観
光
交
流
施

設
と
な
る「(

仮
称)

臼
杵
市
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
」と
臼
杵
の
歴
史
・
文

化
の
貴
重
な
資
料
を
展
示
す
る「
臼

杵
市
歴
史
資
料
館
」が
開
館
予
定
で

す
。
臼
杵
の
魅
力
を
新
た
に
発
信
す

る
拠
点
が
誕
生
し
ま
す
。
市
民
や

観
光
客
が
集
い
、学
び
、交
流
で
き
る

２
つ
の
施
設
を
連
携
さ
せ
、賑に

ぎ

わ
い

空
間
を
つ
く
り
、市
民
の
誇
り
と
な

る
施
設
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

臼
杵
の
魅
力
を
磨
き
、つ
く
る
の

は
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で

す
。
求
め
る
ば
か
り
で
な
く
何
が
で

き
る
か
を
考
え
、実
践
で
き
る
市
民

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
う
す
き
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
る
よ

う
、光
り
輝
く
う
す
き
の
未
来
の
た

め
に
、市
民
と
協
働
で
市
政
を
進
化

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

臼杵市長

中野　五郎

迎　

春（
敬
称
略
）

市
長　
　

中
野　

五
郎

副
市
長　

田
村　

和
弘

教
育
委
員
会

教
育
委
員
長　

垂
井　

美
千
代

ほ
か
委
員
一
同

教
育
長　

斎
藤　

克
己

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長　

三
重
野　

猛
志　

ほ
か
委
員
一
同

監
査
委
員　

代
表
監
査
委
員　

稲
垣　

則
夫

ほ
か
委
員
一
同

農
業
委
員
会

会
長　

疋
田　

忠
公ほか

委
員
一
同

臼
杵
消
防
団

団
長　

小
野　

孝
義ほか

団
員
一
同

野
津
消
防
団

団
長　

道
脇　

慎
一
郎

ほ
か
団
員
一
同

臼
杵
市
自
治
会
連
合
会

会
長　

渡
邉　

博
道　ほか

会
員
一
同
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市民とともに住みよい
まちづくりのために

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、今
年
こ
そ

明
る
い
未
来
の
幕
開
け
と
な
る
希
望

を
持
っ
て
、新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
一
昨
年
６
月
の
議
長
選
挙

立
候
補
に
あ
た
り
、「
住
み
よ
い
臼

杵
、元
気
な
臼
杵
を
目
指
し
て
、執

行
部
・
市
民
と
の
絆
、議
員
間
の
和

を
大
切
に
し
て
、執
行
部
と
議
会
が

車
の
両
輪
の
役
割
を
果
た
し
、議
会

改
革
の
継
続
や
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強

化
、
ま
た
市
民
皆
さ
ま
の
声
を
聞

き
、限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
で

き
る
政
策
を
提
言
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
議
長
選
挙
立
候
補
制
は
、議
会

運
営
の
透
明
性
を
高
め
、就
任
後
の

責
任
も
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、そ
の
方
針
に
基
づ
き
、全
力
を
傾

け
て
議
長
職
を
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

な
お
、本
年
４
月
に
は
現
市
議
の

任
期
が
終
了
し
、新
市
に
な
り
ま
し

て
３
回
目
の
改
選
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
定
数
削
減
な
ど

の
協
議
に
よ
り
、定
数
は
現
行
の
23

名
よ
り
５
名
減
員
の
18
名
と
な
り

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
議
会
改
革
の
成

果
の
一
方
で
、18
名
の
議
員
数
で
、い

か
に
チ
ェ
ッ
ク
機
能
、政
策
立
案
機

能
な
ど
を
維
持
強
化
し
て
い
く
か
、

議
会
の
あ
り
方
、議
員
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
検
討
を
残
さ
れ
た
任
期
の

中
で
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、市

民
皆
さ
ま
と
協
働
し
て
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、今
後

と
も
機
能
強
化
、資
質
向
上
は
も
と

よ
り
、身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
情
報
提
供
に
つ
い
て
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
活
性
化
の
面
で
は
、事
務
事

業
を
議
会
の
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て

評
価
す
る
と
と
も
に
、政
策
提
言
に

発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
常
任
委
員
会
を
基
本
と
し

た
部
会
ご
と
に
事
務
事
業
検
証
を

実
施
し
た
う
え
で
、先
進
地
行
政
視

察
で
の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
た

意
見
書
を
昨
年
12
月
に
市
長
に
対

し
て
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
の
施
策

に
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
水
資
源
」問
題
に
つ
い
て

は
、水
源
と
な
る
森
林
の
荒
廃
が
極

め
て
深
刻
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、一
昨
年
９
月
に
設
置
し
た「
臼

杵
市
水
資
源
調
査
特
別
委
員
会
」に

お
い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、昨
年

12
月
に
は
、市
長
に「
水
資
源
を
守

る
臼
杵
市
を
創
る
た
め
の
提
言
」と

し
て
政
策
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
検

討
部
会
を
含
め
て
２
年
以
上
に
及

ぶ
調
査
研
究
の
成
果
で
あ
り
ま
す
。

　

里
山
保
全
の
取
組
み
は
、現
在
、

中
ノ
川
地
域
に
お
い
て
路
網
整
備
を

含
め
た
山
林
整
備
事
業
が
進
ん
で
い

ま
す
。
臼
杵
市
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
そ
の
成
功
を
期
待
し
て
お
り
、

そ
の
事
業
が
広
が
る
こ
と
で
、臼
杵

の
豊
か
な
自
然
と
水
資
源
を
後
世

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
可
能
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
市
民
ぐ
る
み
で

森
林
を
守
る
活
動
に
発
展
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
、市
民
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、実
り
多
い
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

臼杵市議会議長

吉岡　勲

謹
賀
新
年

市
議
会（
敬
称
略
）

議　

長　

吉
岡　

勲

副
議
長　

藤
原　

一
弘

　
　
　
　

奥
田　

富
美
子

　
　
　
　

大
戸　

祐
介

　
　
　
　

若
林　

純
一

　
　
　
　

長
田　

徳
行

　
　
　
　

堀　
　

孝
則

　
　
　
　

山
下　

幸
延

　
　
　
　

久
藤　

朝
則

　
　
　
　

内
藤　

純
孝

　
　
　
　

足
立　

善
己

　
　
　
　

土
谷　

桂
山

　
　
　
　

大
塚　

州
章

　
　
　
　

匹
田　

郁

　
　
　
　

大
嶋　

薫

　
　
　
　

林　
　

壯
一
朗

　
　
　
　

武
生　

博
明

　
　
　
　

三
浦　

正
行

　
　
　
　

加
茂　

千
恵
子

　
　
　
　

平
川　

哲
郎

　
　
　
　

牧　
　

宣
雄

　
　
　
　

首
藤　

新
一

　
　
　
　

西
水　

忠
夫（

議
席
順
）
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平成24年度の

決算をお知らせします
臼杵市の平成24年度歳入歳出決算を行いましたので、決算の概要についてお知らせします。平成24年度一般会計
決算は、歳入総額198億2,425万円、歳出総額194億5,053万円となり、歳入歳出差引額(形式収支)は3億7,372万
円となり翌年度へ繰り越すべき財源である4,163万円を控除した実質収支額は3億3,209万円の黒字決算となりま
した。
　平成23年度と比べると歳入で、5億7,046万円の減額となりました。主な内容として、市税全体では、2億1,071
万円(うち法人市民税が1億4,897万円の減額、固定資産税が1億522万円の減額)の減額、国庫支出金が3億9,492
万円の減額となったことが、歳入減少の主な要因です。
　歳出においては、平成23年度と比べると5億7,512万円の減額となりました。主な内容としては、昨年度における
社会資本整備総合交付金事業の道路整備事業、リサイクルストックヤード整備事業、野津中学校の改築事業が完成し
たことなどが主な減少要因となっています。一方、防災対策として、防災拠点施設整備事業や臼杵公園避難路整備事
業、川登小学校および豊洋中学校の耐震化事業を実施しました。市民の皆さまから非常に要望の多い身近な生活道
路、下水路などの整備事業について昨年度に引き続き積極的に取り組みました。

問合せ先　財政企画課（内2125・臼杵庁舎）

（単位：万円）

市民一人あたりが
　　負担したお金

市民一人あたりに
　　使われたお金

一 般 会 計
歳入　198億2,425万円 歳出　194億5,053万円 

市税 総務費

民生費

衛生費
農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

その他

市税
（40億7,065万円 20.5%）
市民税、固定資産税、軽自動車税
市たばこ税、都市計画税、その他

議会費
（2億1,297万円 1.1%）

その他
（16億8.430万円 8.5%）
繰入金、地方譲与税、使用料及び手数料
地方特例交付金、諸収入、その他

公債費
（31億5,634万円 16.2%）
災害復旧費
（1億1,675万円 0.6%）
その他
（4,067万円 0.2%）

教育費
（14億8,323万円 7.6%）

地方交付税
（70億6,616万円 35.6%）

総務費
（23億5,623万円 12.1%）

国庫支出金
（23億3,750万円 11.8%）

民生費
（62億5,915万円 32.2%）

市債
（25億5,518万円 12.9%）

衛生費
（11億4,126万円 5.9%）
労働費
（969万円 0.1%）

県支出金
（14億9,918万円 7.6%）

農林水産費
（10億2,811万円 5.3%）

地方消費税交付金
（3億8,069万円 1.9%）

商工費
（3億8,848万円 2.0%）
土木費
（20億6,770万円 10.6%）

分担金及び負担金
（2億3,059万円 1.2%）

消防費
（11億8,995万円 6.1%）

形式収支
3億7,372万円

会　　計 歳　　入 歳　　出 差　　引

臼杵石仏特別会計 6,024 5,126 898

公共下水道事業特別会計 118,717 116,055 2,662

漁業集落排水事業特別会計 1,087 1,058 29

農業集落排水事業特別会計 11,982 11,671 311

簡易水道事業特別会計 13,462 13,089 373

地域情報化推進事業特別会計 44,081 39,941 4,140

浄化槽整備推進事業特別会計 972 936 36

特定環境保全公共下水道事業特別会計 19,566 18,424 1,142

国民健康保険特別会計 604,752 596,771 7,981

介護保険特別会計 388,465 374,080 14,385

後期高齢者医療特別会計 55,034 54,976 58

10万8,138円

46万4,845円
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平成２４年度に取り組んだ主な事業

臼杵市全体の財政状況指標
　平成24年度の決算を基に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律(財政健全
化法)」の規定による健全化判断比率と資金不足比率を算定しました。臼杵市は、い
ずれの指標も早期健全化団体や財政再生団体となる基準を下回り、健全段階となっ
ています。

○希　望

○安　心

○活　力

○生活環境基盤整備事業

学校施設整備・改修事業 １億３，５４８万円
市内の小・中学校を施設耐震化し防災機能の強化を図るとともに、施設の老朽箇所を改修し教育
環境を整備しました。

臼杵図書館大規模改修設計業務 ６６２万円 図書館の大規模改修に向けて設計を行いました。

保育施設整備事業補助金 １億１，９６０万円 海辺保育園を改築する保育所施設整備事業に補助金を支出しました。改築により子育て環境の
向上が図られました。

地域地震対策事業 ２，３６８万円
海抜10ｍ以下地域を中心として、海抜表示や避難誘導看板設置にあたり、設置箇所の調査を実施
し、地域の実状に沿った箇所（２１７ヶ所）への看板設置しました。

臼杵公園避難路整備事業 ６，９５５万円
避難路を３ヵ所増設することにより、災害時の避難者の分散が図られ、円滑な避難が可能になりま
した。

防災拠点施設等整備事業 ５億６，６９３万円 臼杵市の防災拠点として、優れた機能を持つ新消防庁舎が完成しました。

都市再生整備計画事業
（中心市街地の活性化）

１億４，８０３万円
歴史的遺産を保全しつつ、にぎわいのあるまちづくりに取り組むため、大分銀行跡地を取得し、交流
拠点施設の整備に着手しました。

商工・労政振興事業 ８,２３０万円
市内の中小企業の設備投資や経営安定化、個人の生活安定の資金などの借入、企業立地の促
進に役立ちました。

農村振興総合整備事業県負担金 ５，７８３万円
ほ場整備、用排水施設整備などにより農作業の効率化が進み、農業生産における生産性の向上
が図られました。

次世代を担う園芸産地整備事業 ５，００８万円 かんしょ、ピーマン、ニラなど推進品目の面積拡大、カボス産地強化が図られました。

公共下水道整備事業 １億６，１５５万円 終末処理場の長寿命化計画策定と臼杵地区各所の公共下水道整備を行いました。

港湾整備事業県工事負担金 ８，３８１万円 臼杵湾の海上交通混雑緩和に向けた施設整備事業の進捗が図られました。

周辺部道路整備・道路補修・改良事業 ７億３，１０２万円 市内各所の市道を整備・改良・補修を行いました。

総合公園整備事業 ４，７９８万円 テニスコート横の駐車場が完成しました。また、防災倉庫の建設に着手しました。

■用語解説
実質赤字比率
一般会計と一部の特別会計を合わせ
た赤字の程度

連結実質赤字比率
すべての会計を合わせた赤字の程度

実質公債費比率
公債費(借入金の返済)とこれに準ずる
経費の程度

将来負担比率
公営企業会計※、出資法人も含めた将
来の支払予定額の程度

資金不足比率
公営企業会計ごとに事業規模からみ
た資金不足の割合

財
政
悪
化

経
営
悪
化

実質赤字比率 赤字なし

臼杵市の指標 早期健全化基準
13.07%

18.07%

25.00% 35.00%

350.00%

経営健全化基準
20.00%

40.00%

財政再生基準
20.00%

赤字なし

13.4％

38.9％

資金不足なし

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

0%

0%

連結実質
赤字比率

■ 財政の健全化判断比率と資金不足比率

※ 水道事業会計、簡易水道事業特別会計、公共
下水道事業特別会計、特定環境保全公共下
水道事業特別会計、農業集落排水事業特別
会計、漁業集落排水事業特別会計、浄化槽整
備推進事業特別会計、臼杵石仏特別会計

5
平成26年1月号

広報



見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
生
活
習
慣

糖
尿
病
か
ら
身
を

守
る
た
め
に

　
偏
っ
た
食
生
活
や
運
動
不
足
、ス
ト
レ
ス
、喫
煙
な
ど
、毎
日
の
良
く
な
い
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
に
よ

り
引
き
起
こ
さ
れ
る
生
活
習
慣
病
。糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
、高
血
圧
症
、脳
卒
中
、心
臓
病
、肥
満
症
な

ど
が
代
表
的
で
す
が
、特
に「
糖
尿
病
」は
、痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
た
め
気
が
付
か
な
い

ま
ま
進
行
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

　
糖
尿
病
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
、日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

４
人
に
１
人
は
糖
尿
病

　

厚
生
労
働
省
の
平
成
23
年
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
報
告
で
は
、成
人
の
27
・
１
％
、約
４
人
に

１
人
が
糖
尿
病
か
そ
の
予
備
軍
で
あ
る
と
推
計

し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
な
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
足
り
な
く
な
り
ブ
ド
ウ
糖
が
細
胞
に
取

り
込
ま
れ
ず
、血
液
中
に
あ
ふ
れ
る
こ
と
で
血

糖
値
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
全
身
の
血
管

が
傷
つ
き
、狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、脳
梗
塞
、眼

底
出
血
、腎
臓
の
障
害
、手
足
の
し
び
れ
な
ど
が

引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

健
診
で
早
期
発
見

　

平
成
23
・
24
年
に
実
施
し
た
特
定
健
診
の
臼

杵
市
国
民
健
康
保
険
の
デ
ー
タ
で
は
、受
診
者

の
６
〜
７
割
の
方
が
血
液
検
査
で
基
準
以
上
の

高
血
糖
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
だ
と
過
信
せ
ず
に
、年

に
１
度
は
特
定
健
診
や
企
業
の
健
康
診
断
を
受

診
し
、血
糖
値
に
異
常
が
な
い
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
も
し
、血
糖
値
が
高
い
と
言
わ
れ
た

ら
、す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
治
療
方
法
な

ど
を
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、血
糖
値
に
異
常
が
な
く
て
も
生
活
習

慣
を
見
直
し
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
適
度

な
運
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

6
平成26年1月号

広報



糖尿病の予防には
肥満を防ぐことが最大のポイント

・１人でできる運動を毎日または
週に２～３回を同じだけ

・きつすぎず、楽過ぎず
・食後１～２時間後に
・運動・体重・体脂肪日誌をつける

・野菜から食べる（小鉢１皿でも）
・食事は決まった時間に、時間をかけて食べる
・甘いものや油っぽいものは食べすぎない
・味付けは薄く
・ながら食いはやめる

運
動

食
事

第３回糖尿病講演会 健診結果説明会
と　き　１月25日㈯　14:00～
ところ　野津中央公民館
内　容　演題　 「あなたの糖尿病予防対策、

いつから始めますか？」
　　　　講師　濱口和之氏（大分大学医学部教授）

・ 血糖値・血圧測定、栄養相談（無料）
（13：00～13：50 先着150名）
・ 栄養士おすすめみそ汁試飲コーナー、　
健康体験コーナーなどもあります。

問合せ先
保険健康課（内1148・臼杵庁舎）問合せ先　　保険健康課（内1144・臼杵庁舎）

健診結果と生活習慣を
振り返りましょう

　健康状態と生活習慣の関連性、効果
的な生活改善のポイントについて、保
健師や管理栄養士が個別面接で説明し
ます。健診結果を持参すれば加入保険
や年齢に関係なく、どなたでも参加で
きます。

と　き　１月10日㈮
　　　　受付時間　13:30～14:00
ところ　ほっと館

（臼杵市中央公民館裏）

肥満とは
　わたしたちの体はさまざまな物質からできていますが、大まかには、水分、筋肉に含まれる
糖質とタンパク質、骨に含まれるミネラル、そして脂肪からできているといえます。
　肥満はこの中の脂肪の割合が大きすぎる状態のことで、体重が重くてもハンマー投げの選
手などは筋肉や骨の割合が大きく脂肪は小さいので肥満ではありません。

　肥満の判定は、体に占める脂肪の比率で
ある体脂肪率で行います。あなたの体脂肪
はいくらですか。筋肉をしっかりつけて肥
満を防止しましょう。

20％未満 筋肉が多い

20％～25％ 標準

25％～30％ 要注意

30％超 筋肉が少ない

入場無料

濱口 和之氏

骨 ５％

筋肉 20％

水分 55％

体脂肪
20～25％
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厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
児
童
委
員
の
う
ち
児

童
福
祉
が
専
門
の
主
任
児
童
委
員

は
地
区
単
位
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
高
齢
者

や
障
が
い
者
、子
育
て
な
ど
の
相
談

や
支
援
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、気
軽

に
お
住
ま
い
の
区
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、太
字

は
担
当
区
域
）

臼
杵
地
区　

 
 

•
本
町
・
新
町
・
唐
人
町
・
畳
屋
町

　

川
邉 

秀
則　

畳
屋
町
２
組

•
掛
町
・
浜
町
・
横
町
・
田
町

　

朝
來 

博
行　

田
町
10
組 

 

•
東
海
添 

　

喜
讀 

朋
子　

東
海
添
９
組

•
西
海
添 

　

安
藤 

チ
ズ　

西
海
添
８
組

•
北
海
添

　

足
立 

勝
則　

北
海
添
13
‐
１
組 

•
南
海
添 

　

利
光 
泰
正　

南
海
添
９
組

•
祇
園
東
・
祇
園
中
・
城
北

　

河
村 

多
美
江　

祇
園
東
11
組

•
洲
崎

　

太
田 

ミ
ツ
子　

洲
崎
４
‐
５
組

•
祇
園
南
・
祇
園
西

　

亀
井 

香
代
子　

祇
園
西
３
組

•
港
町
東
・
下
り
松

　

篠
田 

美
子　

港
町
東
９
組

•
城
南
・
駅
前

　

石
﨑 

弘
子　

城
南
１
組

•
新
港
町
・
港
町
本
通

　

安
東 

和
子　

新
港
町
４
組

•
本
丁
・
浜

　

粟
津 

英
壽　

浜
６
‐
１
組

•
主
任
児
童
委
員

　

片
岡 

眞
理
子　

西
海
添
３
組

福
良
ヶ
丘
地
区

•
二
王
座 

　

桑
原 

光
江　

二
王
座
10
組

•
塩
田
・
東
福
良

　

石
﨑 

達
雄　

塩
田
1
組 

•
福
良

　

羽
田 

則
博　

福
良
９
組

•
上
塩
田

　

久
保
田 

茂　

上
塩
田
15
組

•
温
井
・
西
福
良
・
千
代
田

　

德
丸 

み
ち
子 

千
代
田
２
‐
３
組

•
平
清
水

　

亀
井 

好
行　

平
清
水
７
組

•
主
任
児
童
委
員

　

安
野 

八
重
子　

上
塩
田
13
組

市
浜
地
区

•
上
市
浜

　

水
江 

雅
子　

上
市
浜
２
組

•
中　

洲

　

阿
部 

サ
ヱ
子　

中
洲
３
組

•
中
市
浜
・
下
市
浜

　

笹
山 

昭
義　

中
市
浜
10
組

•
久
保
・
山
の
手

　

板
井 

ま
り
子　

久
保
１
‐
４
組

•
あ
す
と
ぴ
あ
・
門
前

　

冨
田 

吉
光　

あ
す
と
ぴ
あ
５
組

•
新
地

　

坪
井 

高
夫　

新
地
３
組 

•
双
葉

　

簑
浦 

留
美　

双
葉
４
‐
４
組 

•
戸
室
・
浄
光
台　

　

佐
藤 

忠
雄　

戸
室
１
組 

 

• 

江
無
田
１
〜
５
、８
、９
、11
〜
12
組

（
12
‐
５
、12
‐
６
組
除
く
）、13
組

　

筒
井 

智
都
子　

江
無
田
1
組

• 

田
篠
川
、江
無
田
５
‐
１
、６
、10
、

14
、15
‐
１
、16
組

　

足
立 

洋
子　

田
篠
川
1
組

• 

江
無
田
12
‐
５
、12
‐
６
、15
、16
‐

１
、17
〜
26
、36
〜
39
組

　

山
﨑 

チ
ヅ
子　

江
無
田
17
‐
1
組

•
弥
生
・
江
無
田
27
〜
35
組

　

山
﨑 

賢
司　

江
無
田
33
組

•
江
無
田
７
、40
〜
60
‐
４
組

　

峯 

喜
世
子　

江
無
田
52
組

•
主
任
児
童
委
員　

　

安
達 

純
子　

新
地
14
組 

 

下
南
地
区

•
望
月
・
清
太
郎
・
下
田

　

西
水 

徹　

望
月
４
組

•
荒
田
・
馬
代
・
北
ノ
口 

　

澤
藤 

久
美
子　

北
ノ
口
11
組
・

•
家
野

　

足
立 

勇
一　

家
野
４
組 

 

•
野
村
・
田
井
ヶ
迫

　

川
野 

和
成　

野
村
５
‐
１
組

•
神
崎

　

髙
橋 

和
幸　

神
崎
５
組

•
深
田

　

赤
嶺 

江
津
子　

深
田
４
組

•
主
任
児
童
委
員

　

古
手
川 

英
子　

家
野
３
組

海
辺
地
区

• 

昭
和
・
平
岡
・
鬼
塚
・
若
葉
・
硴
江

　

東 

慶
美　

若
葉
５
組 

•
芝
尾
・
芋
地
・
諏
訪
山
・
大
橋
・
花
園

　

村
上 

中
造　

大
橋
２
組 

 

•
津
留

　

東 

佳
子　

津
留
３
組

•
大
浜 

　

伊
東 

幸
光　

大
浜
18
組 

•
中
津
浦

　

東 

新
次　

中
津
浦
３
組

•
主
任
児
童
委
員

　

竹
内 

か
を
る　

芋
地
３
組

佐
志
生
・
下
ノ
江
地
区

•
目
明

　

日
名
子 

淺
壽　

目
明
４
組 

•
桑
原

　

佐
藤 

日
代
子　

桑
原
７
組

•
尾
本

　

江
川 

常
毅　

尾
本
３
組

•
藤
田

　

大
河
内 

富
士
代　

藤
田
２
組

•
店
・
大
間
・
黒
岩　

　

吉
武 

弘
子　

黒
岩

新
し
い
民
生
委
員・

児
童
委
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
25
年
11
月
30
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、12
月
１
日
付
で
新
し

い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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•
中
村
・
浦
・
平
尾
・
浜
田

　

遠
藤 
勝
政　

中
村

• 

中
尾
・
井
岡
・
丸
岡
・
門
田
・
栗
林
・

田
井
・
柏
・
平
畑

　

岸
本 

典
子　

丸
岡

•
岩
崎
・
大
野
・
高
倉
・
芝
尾
崎

　

井
澤 

千
賀
子　

大
野

•
主
任
児
童
委
員

　

板
井 

律
子　

藤
田
４
組 

 

•
主
任
児
童
委
員

　

山
本 

貞
子　

岩
崎

上
浦
・
深
江
地
区

•
板
知
屋 

　

伊
﨑 

髙
雄　

板
知
屋
12
組

•
大
泊　

　

髙
橋 

進　

大
泊
10
組

•
風
成
・
鳴
川

　

元
井 

弥
六　

風
成
13
組

•
坪
江
・
深
江
・
柿
ノ
浦 

　

篠
田 

光
敏　

坪
江
２
組

• 

苙
場
・
清
水
・
久
保
浦
・
破
磯
・

泊
ヶ
内

　

藥
師
寺 

日
吉 

破
磯
１
組 

•
主
任
児
童
委
員

　

吉
良 

艶
子　

大
泊
３
組 

 

上
北
・
下
北
地
区

•
中
ノ
川
・
松
ヶ
岳

　

廣
瀬 

清
人　

中
ノ
川

•
松
原
・
落
合
・
上
通
・
下
通

　

郷
田 

政
治　

松
原

•
上
末
広
一
・
上
末
広
二

　

吉
田 

ま
ゆ
り　

上
末
広

•
下
末
広
一
・
下
末
広
二
・
黒
丸

　

佐
藤 

武
光　

下
末
広
一

• 

東
、西
鍛
冶
屋
・
竹
森
・
道
安
・
内

園
・
高
松

　

久
原 

信
也　

高
松

•
立
野
・
塩
入
・
緑
区
・
船
戸

　

遠
藤 

喜
一　

立
野
2
組

• 

田
ノ
口
・
北
ノ
川
・
桑
尾
・
桑
尾

東
・
明
星
・
あ
け
ぼ
の

　

佐
藤 
庸
夫　

田
ノ
口

• 

中
尾
・
堂
籠
・
木
ノ
下
・
林
・
田
崎
・

井
上
・
門
前
・
下
北
団
地

　

佐
藤 

喜
代
子　

三
重
野
木
ノ
下
班

•
友
田
・
熊
崎
・
熊
崎
本
村
・
旭
ヶ
丘

　

椎
原 

正
義　

旭
ヶ
丘

• 

徳
尾
・
大
坪
・
平
原
・
畑
・
田
中
・
阿

部
川
内
・
山
口
・
小
出
・
六
ヶ
迫

　

三
重
野 

猛
志　

阿
部
川
内

•
主
任
児
童
委
員　

　

藤
原 

加
佐
子　

下
末
広
一

•
主
任
児
童
委
員

　

大
戸 

八
重
子　

塩
入
４
組

南
津
留
地
区

• 

久
木
小
野
・
王
座
・
川
野
・
川
原
・

板
川
野
・
吉
小
野

　

竹
内 

政
善　

吉
小
野

• 

久
保
・
井
上
・
井
上
鍛
冶
・
半
三
・

鍛
冶
の
前
・
岩
屋
川
・
才
倉
・
狭
岡

　

鶴
田 

茂
資
郎　

吉
小
野
久
保

• 

広
原
・
正
願
・
堤
内
・
小
切
畑
・
大

工
川
・
障
子
岩

　

渡
邉 

隆
昭　

提
内

•
山
路
・
越
崎
・
高
須
・
木
ヶ
畑

　

藤
澤 

松
代　

山
路

•
乙
見

　

河
野 

貴
志
子　

乙
見
下
中
班

•
東
神
野 

　

川
野 

道
信　

東
神
野
川
原
内
班

•
下
中
尾
・
払
川
・
株
ノ
木

　

廣
田 

一
生　

払
川 

•
左
津
留
・
尾
崎
原

　

三
浦 

和
世　

左
津
留 

 

•
掻
懐
・
竹
場

　

佐
藤 

孝　

掻
懐
中
小
路
組

•
主
任
児
童
委
員

　

児
玉 

善
生　

広
原

野
津
地
区

•
野
津
市（
１
区
〜
９
区
）

　

廣
瀬 

俊
彦　

野
津
市
８
区

•
板
屋･

竹
下･

野
口･

野
口
住
宅

　

廣
川 
絹
重　

竹
下

• 

荒
瀬
・
大
西
・
下
藤
中
組
・
下
藤
下

組
・
野
津
広
原

　

粟
津 

髙
憲　

下
藤
下
組

•
中
山
・
迫
・
小
郡
の
丘

　

野
村 

勝
幸　

迫 

• 

寺
小
路
、日
当
、篠
迫
住
宅
・
県
営

篠
迫
住
宅

　

平
山 

杉
生　

寺
小
路

問
合
せ
先　

福
祉
課

（
内
１
１
８
２
・
臼
杵
庁
舎
）

• 

原
口
１
区
、２
区
、３
区
、大
久
保

団
地
・
希
望
ヶ
丘
団
地

　

小
野 

秋
生　

希
望
ヶ
丘
団
地

• 

赤
迫
・
筒
井
・
池
原
・
菅
無
田
・
生

の
原
・
新
生
・
若
山
・
花
原
・
野
津

芝
尾
・
桐
木
・
持
田
・
都
松
団
地

　

川
野 

邦
宏　

菅
無
田

• 

小
屋
川
・
田
の
平
・
城
崎
・
塩
柏
・

備
後
尾
・
蔵
園
・
名
塚
・
田
良
原

　

内
藤 

哲
明　

名
塚

•
福
青
田
・
田
良
木
・
笠
良
木

　

後
藤 

秀
一　

田
良
木

• 

熊
迫
・
土
橋
・
花
の
木
・
開
拓
・
松

尾
・
塚
田
・
才
原

　

伊
東 

美
代
子　

土
橋

•
大
内
・
岩
瀬
・
水
地
・
溜
水

　

川
野 

浩　

溜
水

•
野
津
田
中
・
竹
部
・
八
熊
・
持
丸

　

亀
山 

富
士
夫　

野
津
田
中

•
上
西
神
野
・
下
西
神
野

　

川
野 

岩
光　

上
西
神
野

• 

割
後
場
・
板
井
畑
・
垣
河
内
・
遠
久

原

　

神
野 

ミ
チ
子　

遠
久
原

•
内
平
・
泊
・
田
代
・
野
津
岩
崎 

　

清
水 

博
文　

内
平

•
今
俵
・
清
水
原

　

大
津
留 

文
生　

清
水
原 

 

•
中
野
・
岩
屋
・
豊
倉
・
長
谷

　

後
藤 

京
子　

豊
倉（
岩
屋
１
８
７
９
）

• 

戸
屋
平
・
白
岩
・
須
久
保
・
出
羽
・

南
白
岩

　

溝
部 

岩
喜　

白
岩

•
蕨
野
・
落
谷
・
下
落
谷
・
黒
土

　

関
屋 

順
子　

黒
土

•
小
園
・
本
村
・
南
迫
・
後
河
内

　

竹
尾 

幸
一　

小
園 

•
一
ッ
木
・
笹
枝
・
川
平
・
町
部
・
吉
岡 

　

姫
嶋 

種
幸　

笹
枝

• 

南
長
小
野
・
天
手
・
赤
峰
・
尾
原
・

栃
原
・
石
上
・
風
瀬

　

平
山 

計
義　

石
上

• 

鼓
石･

東
光
寺･

竹
脇･

南
田
中

　

甲
斐 

啓
治　

東
光
寺

•
大
山･

折
立･

奥
畑･

椎
原･

細
枝 

　

吉
良 

春
行　

細
枝

•
黒
坂
・
鍋
田
・
御
霊
園 

　

後
藤 

髙
代　

鍋
田

• 

福
原
・
長
小
野
・
平
野
・
木
所
・
黍

野
・
牧
原
・
波
津
久

　

荘
田 

秀
晴　

波
津
久

• 

生
野
・
内
河
野
・
利
野
・
於
無
礼
・

戸
上
団
地 

　

大
嶋 

八
重
子　

利
野

•
主
任
児
童
委
員

　

神
野 

美
紀
江　

今
俵

•
主
任
児
童
委
員

　

亀
井 

ゆ
き
み　

蔵
園
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未来を拓
ひ ら

く高校生が一堂に
～臼杵市内４校の高校生交流事業～

読書のまちづくりを語り合う
～「３つのきょう育」推進フォーラム～

鮮やかな紅葉に　秋を感じて
～白馬渓もみじまつり　普現寺ライトアップ・

秋を楽しむコンサート＆吉四六ばなし口演～

　野津高校と臼杵商業高校が３月で閉校となることを
きっかけに、臼杵高校と津久見高校海洋科学校とを合
わせた臼杵市内４校の交流事業が、12月18日に臼杵
商業高校の体育館で開催されました。キューショップ
活動や介護総合演習などの発表や放送部、書道部、和
太鼓部のパフォーマンスを披露。また、ストラップ作り
やパズルゲームで生徒たちが交流を深めました。体育
館には臼杵の将来を担う元気な高校生の笑顔と熱気
があふれました。

　郷育、協育、響育の「３つのきょう育」について、学
校、家庭、地域の３者が一堂に会して考えるフォーラム
が11月17日に臼杵市中央公民館で開催されました。
フォーラムでは「うすき読書のまちづくりを深めよう」
をテーマにパネリストの中学生や高校生、家庭・地域の
代表が日頃の活動の様子を交えて発言。コーディネー
ターの神田岳委さんがユーモアに富んだ話で会場の皆
さんを巻き込んで、笑顔があふれ頭を働かせるトーク
セッションとなりました。

　木々の緑があかね色に変わり、日増しに秋が深まる白
馬渓。11月23日に白馬渓もみじまつりが開催され、見頃
には少しだけ早い紅葉を多くの人が楽しみました。11月
24日には、もみじが色付き始めた普現寺でミニコンサー
トや吉四六ばなしの口演を楽しむ人でにぎわいました。
11月21日～27日の19時からの２時間は、普現寺のもみ
じがライトアップされ、幻想的な彩りに照らし出された美
しいもみじに、ひとしきり見とれるカップルや家族連れの
姿がありました。

T OT OOT O



11
平成26年1月号

広報

迫力の演技に　心を震わせて
～フェスタ・ザ・じんけん～

共につくる　豊かな森
～コマツと企業参画の森

も り

林づくり協定締結～

二孝女がつなぐ 常陸太田市との絆
～常陸太田市で二孝女訪問団が交流～

次代を担う子どものために
～臼杵市子ども・子育て会議がスタート～

　人権週間の取り組みとして、12月４日に臼杵市民
会館で「フェスタ・ザ・じんけん」が開催されました。舞
台女優の有馬理恵さんが講師を務める人権問題講演
会では「差別と戦争をなくすために」と題して、高校生
の頃の差別体験や身内にまつわる戦争体験を語りまし
た。講演の途中では舞台「釈迦内柩唄」の一場面も演
じられ、その迫力の演技に参加者は命の尊さや人権尊
重の重要さについて思いを巡らせているようでした。

　11月26日、大分県庁でコマツと臼津関森林組合、大
野郡森林組合、臼杵市は企業参画の森林づくり協定を
締結しました。この協定による面積は大分県が推進
する森林づくり協定としては県下最大。コマツの環境
保全活動の一環として臼杵市の市有林２カ所の計11．
46ヘクタールにケヤキ、ヤマザクラ、ヤマモミジなどの
広葉樹が植えられます。この取り組みにより豊かな森
が新たにつくられ、環境へよい効果が表れることが期
待されます。

　江戸時代、野津から苦難の旅をして常陸国（現茨城
県）の病床の父を訪ねた孝行姉妹「二孝女（ツユとト
キ）」。この史実に基づく物語が取り持つ縁で始まった
茨城県常陸太田市と臼杵市との交流も本格化して３年
目。11月9・10日に、野津町きっちょむ史談会の会員
の皆さんなどが常陸太田市を訪問しました。山田小学
校で、一龍斎貞弥さん（野津町出身講談師）との交流授
業の後、青蓮寺でカボスを記念植樹して、両市の交流を
深めました。

　平成27年度から施行される子ども・子育て支援新制
度。臼杵市では、この制度に対応するため「子ども・子
育て支援事業計画」の策定に取り組んでいます。この
事業計画などを審議するために子どもに関わる機関や
子育てに関係する団体の代表などで組織する臼杵市子
ども子育て会議を設置し、11月８日に臼杵庁舎で１回
目の会議を開催しました。より充実した教育・保育や
子ども・子育て支援サービスを総合的に提供するため
に議論を重ねていきます。



皆さんの声をお待ちしています！
○イラスト
　 　郵便ハガキまたは「ご意見・クレームハガキ」にボールペンなどで描き、　
ペンネームを記入のうえ、送付してください。
○ちょっといい話
　 身近な話題をお寄せください。（ボランティア活動、地域のイベント、学校
行事など）※投稿もお待ちしています。

　送付先　〒875-8501臼杵市大字臼杵72番１　臼杵市役所市長室　　　
　広報担当まで
郵便ハガキ設置場所
　臼杵地域　市民課、臼杵市民会館、臼杵市中央公民館、図書館など
　野津地域　市民生活推進課、野津中央公民館
　E-mail　　usuki@city.usuki.oita.jp

親
子
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

家
庭
の
役
割
や
親
の
あ
り
方
を
学

習
す
る
家
庭
教
育
学
級
。
そ
の
一
環

と
し
て
野
津
幼
稚
園
・
南
野
津
幼
稚

園
・
川
登
幼
稚
園
の
園
児
と
保
護
者

が
11
月
14
日
に
野
津
中
央
公
民
館

周
辺
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
し

て
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

小
学
生
が
応
急
手
当
を
学
ぶ

　

11
月
26
日
、臼
杵
小
学
校
で
６
年

生
が
応
急
手
当
や
心
肺
蘇
生
法
、Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
学
習
し
ま
し

た
。
救
命
率
の
向
上
に
は
、子
ど
も

の
と
き
か
ら
救
命
へ
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、こ
れ
か
ら
も
小
学
生
向
け
の

救
命
講
習
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

　

11
月
21
日
、下
南
保
育
所
の
園
児

15
名
が
臼
杵
庁
舎
を
は
じ
め
市
内
15

か
所
を
訪
れ
、働
く
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
手
作
り
し
た
ペ
ー

パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

う
す
き
の
旬
を
味
わ
う

　

12
月
７
日
、臼
杵
の
旬
の
食
材
を

味
わ
う「
旬
食
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
。

大
手
門
公
園
で
は
臼
杵
産
の
有
機
野

菜
や
海
産
物
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に

長
い
列
が
で
き
、サ
ー
ラ
・
デ
・
う
す

き
で
は
有
機
農
産
物
や
有
機
野
菜
な

ど
を
使
っ
た
加
工
品
、菓
子
な
ど
を

求
め
る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

税
の
本
と
ノ
ー
ト
を
寄
付

　

11
月
18
日
、臼
杵
地
区
法
人
会
青

年
部
会（
藤
田
賢
二
会
長
）か
ら
税
金

の
使
い
道
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

た
本
と
ノ
ー
ト
を
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
学
校
を
通
じ
て
小
学
６

年
生
全
員
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
子
ら
し
さ
を

み
ん
な
で
支
え
る

　

発
達
障
が
い
支
援
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
取
り
組
み「
福
祉
と
教

育
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
う
す

き
」。
11
月
30
日
に
臼
杵
市
民
会
館

で「
ス
ム
ー
ズ
な
就
学
に
向
け
て
」を

テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
金
原
洋
治
氏（
山
口
県
小

児
科
医
会
長
）が
５
歳
児
健
診
・
発
達

相
談
の
課
題
や
障
が
い
と
個
性
な
ど

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
大
会
で
表
彰

  

11
月
16
日
、臼
杵
市
民
会
館
で
臼

杵
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
か
れ
２
団

体
、39
名
が
福
祉
活
動
の
取
り
組
み

を
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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唐辛子スタープレイヤー

イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

平成26年臼杵市連合消防団出初式

第17回 うすき竹宵 JAL俳句コンテストの結果発表

第12回豊後水道絶景ウォーク
２月22日㈯　四浦半島ステージ
　　絶景コース（40km）、周遊コース（25km）、
　　河津桜（８km）
２月23日㈰　臼杵史跡ステージ
　　音波橋コース（33km）、臼杵石仏コース（20km）、
　　うすき雛

ひな

コース（10km）
参加料　　1,800円（１月26日㈰まで受付分）
　　　　　当日受付は2,000円となります。
詳しくは、お問い合わせ下さい。

国宝臼杵石仏
特別祈願法要

諸願成就の祈願法要を行います。
と　き　１月27日㈪
　　　　11:00～12:00
ところ　国宝臼杵石仏
　　　　古園石仏前

国宝臼杵磨崖仏の公開制限
　国宝臼杵磨崖仏では平成28年まで保存対策工事を行っ

ています。山王山石仏は１月から覆屋改修工事のため公開

できません。ご理解ご協力をお願いします。

公開制限箇所　　山王山石仏　
公開制限期間　　1月６日㈪～２月末（予定）
公開制限期間中は観覧料を変更します。

　大人430円　小人210円　（団体観覧料も変更あり）

問合せ先
工事については　　　文化・文化財課（内3121・臼杵庁舎）
観覧料については　　産業観光課（内1263・臼杵庁舎）

問合せ先　産業観光課（内1265・臼杵庁舎）

問合せ先　臼杵市消防本部総務課　☎0972-62-2303

問合せ先　臼杵市観光情報協会 ☎0972-64-7130

問合せ先
臼杵市観光情報協会　☎0972-64-7130

と　き　　１月19日㈰　８：50～　※小雨決行
ところ　　臼杵市総合公園多目的グラウンド（諏訪山）
内　容　　 人員服装点検、小隊訓練点検、ラッパ隊吹奏点検、操法

訓練点検、分列行進、表彰式

　　　　　※雨天時は表彰式のみ（臼杵市中央公民館　８：50～）

　11月２日・３日のうすき竹宵で申し込みのあった156句の中から下記の作品が入選しました。たくさんのご
応募ありがとうございました。

一次選考者　倉田　紘文氏（大分県俳句連盟会長）
最終選考者　松尾　吉公氏（第17回うすき竹宵実行委員長）、岩田　俊昭氏（日本航空大分支店長）　
　　　　　　中野　五郎（臼杵市長）　

最優秀賞　大分・羽田往復航空券

「秋の灯の　揺ぎて色を　浮べをり」 東　恭生
優秀賞　　しろたんぬいぐるみまたはモデルプレーン

「秋時雨　やさしく包む　竹灯り」 ひなもも
「竹宵の　ゆれる澄火に　秋惜しむ」 谷田　順子
「琴の音に　心やすらぐ　秋時雨」 茶山
「竹宵の　城までつゞ く　月の道」 吉川　時美

ＪＡＬ賞　俳句集「地球歳時記」とトートバッグ

「名月と　竹宵灯す　城下街」 まうす
「秋に乗り　今年も来たぞ　竹宵が」 吉田　任治
「石だゝ み　下駄の音する　秋日和」 国次　ミヱ子
「竹宵に　紅葉をつれて　ゆっくりと」 紅葉ママ
「おもてなし　竹を灯して　秋の宵」 芋岡　勝一

（敬称略）
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「臼杵市よりよいまちづくりアンケート」の
結果をお知らせします（第２回）

　12月号に引き続き、平成25年7月に実施した「臼杵市よりよいまちづくりアンケート」の結果の概要をお知
らせします。なお、詳しい結果は、臼杵市ホームページをご覧ください。

【事業の満足度・必要度の結果】
　臼杵市が実施する事業について、市民の皆さんに「必要度」と「満足度」を４段階で
評価していただきました。今回は、芸術文化関連、生涯学習関連、その他重点項目につ
いてお知らせします。

■生涯学習関連、芸術文化関連の結果
　公民館教室や図書館、体育館運営などの
「生涯学習関連」と、石仏や発掘調査、伝統芸
能などの「芸術文化関連」の事業について、施
策ごとに傾向をまとめたものが右のグラフで
す。ほとんどの施策の満足度が平均よりも高
くなっていますが、このうち必要度が高いも
のは取り組みの維持が望まれる施策で、必要
度が低いものは目的が果たされてしまってい
たり、サービスが過剰供給になっていたりし
ていないかなどを検証していく施策です。満
足度・必要度がともに低い施策は再検討が必
要です。

■その他重点項目の結果
　臼杵市の特色ある取り組みや、重点的に進
めている事業についても評価していただきま
した。企業誘致などの「工業振興」や、空き家
対策、UJIターンの推進などの「定住促進」は、
臼杵市にとっての大きな課題と捉えられてい
ます。また、「防災」は震災直後の調査では満
足度が低く、強化を求められていましたが、今
回の調査では満足度が高くなっており、今後
も取り組みの維持が期待されています。

　「臼杵市よりよいまちづくりアンケート」の結果は、施策や事業を検討する基礎資料として、市政に反映させ
ていきますので、アンケート調査票が届いた際にはご協力お願いします。

Ⅰ．市役所関連
Ⅱ．市議会関連
Ⅲ．芸術文化関連
Ⅳ．生涯学習関連
Ⅴ．福祉関連
Ⅵ．その他

2.87
（平均値）

2.87
（平均値）

3.30

3.30

2.30

2.30

2.90

2.90

3.42（平均値）

3.42（平均値）

3.90

3.90

必要度

必要度

見直し領域

見直し領域

検討領域

検討領域

維持領域

維持領域

強化領域

強化領域

満
足
度

満
足
度

高　

↑

高　

↑

→　高　

→　高

↓　

低

↓　

低

低　←　

低　←　

生涯学習関連
（高齢者） 生涯学習関連

（子ども）

芸術文化関連
（文化を育む）

芸術文化関連
（文化財を守る）

芸術文化関連
（歴史・文化を伝える）

生涯学習関連
（成人）

地域コミュニティ

防災
観光振興

工業振興

都市間交流
公共交通の整備（陸）

定住促進

芸術文化関連（地域）
（伝統文化を生かす）

生涯学習関連（みんなが
集える環境を整える）

問合せ先　財政企画課（内２１２３・臼杵庁舎）
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シュノーケリング体験

オブジェの準備の様子

点灯したオブジェ

現役東大生と本音で語る

そば打ち体験

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

旧
年
中
は
臼
杵
高
校
の
教
育
活

動
に
対
し
て
温
か
い
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

う
す
き
竹
宵
に
参
加
し
ま
し
た

　

11
月
２
日
・
３
日
に
行
わ
れ
た

「
う
す
き
竹
宵
」で
は
、津
久
見
高

校
海
洋
科
学
校
と
と
も
に
稲
葉
家

下
屋
敷
の
装
飾
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

生
徒
会
役
員
を
中
心
に
展
示
内

容
を
話
し
合
い
、準
備
を
進
め
ま
し

た
。生
徒
た
ち
は
、放
課
後
遅
く
ま

で
作
業
に
取
り
組
み
、大
変
な
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、竹
宵

当
日
、オ
ブ
ジ
ェ
が
点
灯
さ
れ
た
と

き
、「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」と
い
う
達

成
感
を
持
っ
た
よ
う
で
す
。

　

当
日
は
多
く
の
方
に
見
て
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
徒
会
長　

平
野　

真
彩

　

今
年
の
竹
宵
は
、
東
京
五
輪
が

決
定
し
た
こ
と
と
テ
ー
マ
が「
人
の

輪
」だ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
今
、ひ
と
つ

に
な
る
日
本
の
力
」と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、一
人
ひ
と
り
の
力
が

臼杵高校通信
№22

志
高
く
、社
会
の
た
め
に

　
　

〜
世
界
に
羽
ば
た
く
臼
高
生
〜

大
分
県
立
臼
杵
高
等
学
校
長　

落
合　

弘

合
わ
さ
っ
て
い
く
様
子
を
う
ず
ま
き

と
五
輪
で
象
徴
的
に
表
現
し
て
み

ま
し
た
。多
く
の
生
徒
の
協
力
で
竹

の
着
色
を
行
い
、鮮
や
か
さ
を
強
調

し
ま
し
た
の
で
華
や
か
な
作
品
に

仕
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。見
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
か
ら
も
、た
く
さ
ん

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。ご
来
場
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た

 

11
月
12
日
か
ら
５
泊
６
日
で
２

年
生
は
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。旅
行
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
日
本
一

を
体
感
し
よ
う
」で
、伊
豆
の
伊
東

市
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
の
日
本
一
の
お

も
て
な
し
に
始
ま
り
、東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
、東
京
大
学
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
と
い
く
つ
も
の
日
本
一
を
体
験

し
て
き
ま
し
た
。伊
東
市
は
、臼
杵

市
と
縁
の
深
い
都
市
で
、Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｉ

Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
地
域
間
連

携
を
進
め
て
い
ま
す
。伊
東
市
の
２

日
間
は
生
徒
に
大
変
好
評
で
、オ
ー

ナ
ー
自
慢
の
食
事
を
堪
能
し
、心
温

ま
る
交
流
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
ガ
ラ
ス
細
工

な
ど
の
伊
東
市
な
ら
で
は
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。東
京
で
は
現
役
東
大

生
と
話
を
す
る
中
で
、勉
強
へ
の
や

る
気
を
喚
起
さ
せ
ら
れ
、生
き
方
や

進
路
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
を
得

た
よ
う
で
す
。旅
行
を
通
じ
て
２
年

生
は
学
年
や
学
級
の
絆
を
い
っ
そ
う

強
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
会
副
会
長　

東　

結
菜

　

私
た
ち
２
年
生
は
、11
月
12
日
か

ら
待
ち
に
待
っ
た
修
学
旅
行
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。１
日
目
に
泊
ま
っ

た
伊
豆
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、オ
ー

ナ
ー
夫
妻
の
お
い
し
い
料
理
に
感

動
し
、ク
ラ
ス
の
友
人
た
ち
と
た
く

さ
ん
話
を
し
て
楽
し
い
夜
を
過
ご

し
ま
し
た
。３
日
目
の
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
見
学
・
大
学
訪
問
も
印
象

的
で
す
。展
望
台
か
ら
の
景
色
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。地
上
３
５
０
メ
ー

ト
ル
の
ガ
ラ
ス
の
床
に
は
思
わ
ず

足
が
す
く
み
ま
し
た
。ま
た
、普
段

な
か
な
か
会
え
な
い
東
大
生
と
お

話
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。勉
強

法
な
ど
に
つ
い
て
、的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、今
後
の
学
習
の

ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。さ
ま
ざ
ま
な「
日
本
一
」に
触
れ

た
こ
の
旅
は
、私
に
と
っ
て
掛
け
替

え
の
な
い
思
い
出
で
す
。今
回
の
旅

で
得
ら
れ
た
も
の
を
糧
に
、折
り
返

し
地
点
を
過
ぎ
た
高
校
生
活
を
仲

間
と
共
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。
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平成26年度 市・県民税の主な税制改正
■ 市・県民税（個人住民税）の均等割が変わります

■ 「ふるさと寄附金」に係る特例控除額が変わります

■ 公的年金所得者が寡婦（寡婦）控除を受けようとする場合の住民税申告手続きの簡素化

■ 給与所得控除に上限が設定されます

■ 給与所得者の特定支出控除が変わります

詳しくは、お問い合わせください。

　東日本大震災を踏まえて、全国の都道府県と市町村では防災のための施策に要する費用の財源確保を目的で、平
成26年度～35年度の10年間、市民税と県民税の均等割額に500円が加算されます。

　復興特別所得税の創設に伴い、「ふるさと寄附金（都道府県または市区町村に対する寄附金）」に係る市・県民税（個
人住民税）の寄附金控除について、平成26年度～50年度の各年度に限り、復興特別所得税率（2.1/100）分に対応す
る率を減じる調整が行われます。

公的年金等に係る所得以外の所得を有しなかった者が寡婦（寡夫）控除を受けようとする場合の市・県民税（個人住
民税）の申告書の提出が不要となります。
※ ただし、年金保険者（特別徴収義務者）に提出する扶養控除申告書に「寡婦（寡夫）」の記載を忘れた方や扶養控除
申告書を提出しなかった方は適用されません。その場合は、税務署への確定申告または市・県民税（個人住民税）
申告が必要です。

給与収入金額が1,500万円を超える場合の給与所得控除額について、245万円の上限が設けられます。

平成25年度まで

平成26年度から

　給与所得者の特定支出控除の適用範囲が拡大され、市・県民税（個人住民税）にも所得税と同様に適用されます。
控除には、所得税の確定申告が必要となります。

　軽自動車は、現在の定置場所で登録することとなっ
ております。定置場所の変更があった場合は届出をお
願いします。
　また、軽自動車の所有者の変更があった場合も届出
が必要となります。車種によって手続き場所が異なり
ますので、詳しくはお問い合わせください。

　償却資産とは、工場や商店などを経営している会社
や個人が、事業のために所有している機械や器具、備品
などの有形固定資産のことです。土地、家屋は含まれま
せん。
　償却資産の所有者は、平成26年1月1日現在の所有
状況を１月31日㈮までに申告してください。リース資
産は、原則としてリース会社が申告しますが、分割払い
で購入した場合は、借主の申告となります。

平成25年度まで 平成26年度～平成35年度

　県民税※ 1,500円 2,000円

市民税 3,000円 3,500円

合　計 4,500円 5,500円
※大分県の県民税には、森林環境税500円を含む。

問合せ先　税務課（内1116・臼杵庁舎）

問合せ先　税務課（内1115・臼杵庁舎） 問合せ先　税務課（内線1120・臼杵庁舎）

軽自動車（バイクを含む）の
変更手続はお済ですか

償却資産の申告はお早めに

給与等の収入金額（税込み） 給与所得金額

10,000,000円～ 給与収入の合計額×0.95－1,700,000円

10,000,000円～14,999,999円 給与収入の合計額×0.95－1,700,000円

15,000,000円～ 給与収入の合計額－2,450,000円
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問合せ先　高齢者支援課（内1153・臼杵庁舎）

うすきの元気は
いきいきとした高齢者から

第5回
認知症を知り、
地域で支える⑵

なるほど認知症講座in佐志生
　認知症への理解と早期発見・早期治療へつなぐ
ことを目的に小学校区単位で開催している「なる
ほど認知症講座」。７回目となる今回は、11月17
日に佐志生小学校体育館で開催されました。
　大分大学医学部の木村成志先生と認知症の人と
家族の会大分県支部代表の中野孝子さんを講師に
迎え、認知症に対する正しい知識と早期対応の重
要性、認知症の方への接し方などを学びました。
　また、後日、佐志生地区連絡事務所でタッチパネ
ルを使用した物忘れ相談プログラムも行われまし
た。これからも小学校区単位で順次開催を予定し
ています。

　

午
前
に
は
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
、子
ど
も
達
を
交
え
て
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、体
育
館
の
中
で

は
大
分
大
学
の
学
生
と
の
ふ
れ
あ

い
、輪
投
げ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、大
分
県
庁
吹
奏
楽

団
の
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
始
ま
り
、三

重
総
合
高
校
生
徒
に
よ
る
お
神
楽
、

親
和
太
鼓
演
奏
、野
津
小
学
校
６

年
生
の
歌
、そ
の
他
に
も
各
グ
ル
ー

プ
、個
人
の
芸
達
者
な
方
々
か
ら
出

演
し
、会
場
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、ふ
れ
あ
い
運
動
交
流
会

を
行
い
、も
ち
ま
き
を
し
、ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
閉
会
し
ま
し

た
。

　
　

以
上
は
、毎
月
田
野
地
区
内
の

全
て
の
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
広

報
紙『
い
の
こ
』か
ら
転
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

田
野
地
区
以
外
の
地
域
で
も
、定

期
的
に
地
域
内
の
行
事
の
お
知
ら

せ
や
報
告
な
ど
を
広
報
す
る
取
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、ほ

か
の
地
域
の
広
報
紙
も
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
課

（
内
２
１
３
１
・
臼
杵
庁
舎
）

田
野
地
区
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
９
日
・
10
日
、田
野
地
区
公

民
館
・
旧
田
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
、『
第
18
回
田
野
地
区
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
祭
り
』が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

田
野
小
学
校
の
閉
校
後
、元
気
あ

ふ
れ
る
子
ど
も
の
歓
声
や
、始
業

を
告
げ
る
チ
ャ
イ
ム
の
音
が
な
く

な
っ
た
校
庭
で
し
た
が
、こ
の
日
は

久
し
ぶ
り
に
地
元
の
児
童
・
住
民
、

田
野
小
学
校
出
身
者
、各
方
面
か
ら

多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

№54
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職種 業務内容 資格要件 雇用期間など 賃金

一般事務
一般事務補助、
職員代替業務など

60歳未満

６カ月以内
（ただし、６カ月以内の更新あり）
臼杵庁舎・野津庁舎各課、市立図書館、市
民会館、公民館など
平成26年４月１日からまたは臨時職員が
必要になったときに随時

月額115,500円
日額5,775円
時給730円
賞与なし

観光施設受付事務
《石仏事務所・稲葉
家下屋敷・吉丸一昌
記念館・臼杵市歴史
資料館》

受付、一般事務
など

平成26年４月から６カ月以内
（ただし、６カ月以内の更新あり）
勤務はシフト制。稲葉家下屋敷・吉丸一昌記
念館は、２名で交替勤務、臼杵市歴史資料館
は月14 日程度の勤務（土・日曜日、祝日勤
務）

日額5,775円　　
時給730円
賞与なし

清掃センター
作業車運転、
場内作業

60歳未満、
普通自動車免許
（AT限定除く、車両
系建設機械運転技
能講習終了証保持
者優遇）

平成26年４月から６カ月以内
（ただし、６カ月以内の更新あり）

月額125,000円～
賞与なし

臼杵市民会館
施設管理担当

市民会館施設管理、
一般事務補助

64歳未満、危険物
取扱者乙種４類

平成26年４月から６カ月以内
（ただし、６カ月以内の更新あり）
（土・日曜日、祝日勤務あり）

日額5,775円　　
賞与なし

市立図書館 司書業務 60歳未満、司書
平成26年４月から６カ月以内
（ただし、６カ月以内の更新あり）
（土・日曜日勤務あり）

月額158,700円
賞与なし

申込・問合せ先　市長室（内2113・臼杵庁舎）

勤務条件　詳しくは、臼杵市ホームページをご覧ください。
応募方法　 市長室（臼杵庁舎）、教育総務課（臼杵庁舎）、市民生活推進課（野津庁舎）に備え付けの指定の履

歴書（臼杵市ホームページでダウンロードできます）に必要事項を記入し、各申込先へ直接持参ま
たは郵送してください。　〒875-8501　臼杵市大字臼杵72番1　　臼杵市役所

　○一般事務・観光施設受付事務・清掃センター・臼杵市民会館施設管理担当・市立図書館……市長室
　○ 学校校務職員・幼稚園教諭・学校図書司書・給食配送車助手・特別支援教育支援員・複式授業解消臨時講
師……教育総務課

受付期間　　１月16日㈭～31日㈮（必着）　持参は８:30～17:15（土・日曜日を除く）

平成26年度
臼杵市臨時職員等の採用試験

　臼杵市の臨時職員等を選考するため、採用試験を行います。臨時職員等は、職務内容、勤務時間、職責によ
りパート職員(時給）、臨時職員(年間常勤、６カ月雇用、１度更新有）、一般職非常勤職員(１年更新でおおむね
３年程度延長雇用(週30時間勤務））に分類されます。今回の試験は、平成26年４月１日から勤務のパート職
員および臨時職員の採用試験です。なお、一般職非常勤職員は、正規職員の代替としての職務職責を担うた
め、現に勤務する臨時職員や有資格者の中から、試験、勤務評定、面接などを行い登用しますので、今回の試験
の対象にはなりません。

年齢は平成26年４月１日現在
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職種 業務内容 資格要件 雇用期間など 賃金

学校校務職員
（幼稚園）　

給食事務、園内
の美化作業、文
書収受補助など

60歳未満、
普通自動車免許

平成26年４月から６カ月以内
（ただし、６カ月以内の更新あり）

月額115,500円
賞与なし

学校校務職員
（小・中学校）

給食事務、校内
の美化作業、文
書収受補助など

平成26年４月から６カ月以内
（ただし、６カ月以内の更新あり）

月額137,200円
～
賞与なし

幼稚園教諭
市立幼稚園の
園児の保育など

平成26年４月から６カ月以内
（ただし、６カ月以内の更新あり）

月額158,700円
～
賞与なし

学校図書司書
小・中学校図書の
管理、運営

平成26年４月から６カ月以内
（ただし、６カ月以内の更新あり） 10：00～16：30
の間、１日５時間以内の勤務

時給730円　　
賞与なし

給食配送車助手
配送車助手、セン
ター内業務補助
など

平成26年４月から６カ月以内
（ただし、６カ月以内の更新あり） 
10：45～15：00の間、４時間以内の勤務
長期休業中は原則として勤務なし

時給730円
賞与なし

特別支援
教育支援員

特別な支援など
が必要な児童・生
徒への教育活動
の手伝い

普通自動車免許

平成26年４月から６カ月以内（ただし、６カ月以内
の更新あり）
週５日以内、１日６時間以内の勤務
長期休業中は学校行事を除き勤務なし

時給1,000円
賞与なし

複式授業解消
臨時講師

小学校での複式
授業解消のため
の臨時講師

小学校教員免許、
普通自動車免許

平成26年４月から６カ月以内（ただし、６カ月以内
の更新あり
常勤講師（８時間勤務）複式学級が２つ以上の学校
非常勤講師（４時間勤務）複式学級が1つの学校
※ 大分県臨時講師との併願は、大分県採用が優先と
なります。

「履歴書」および「登録用調書」を提出してください。

常勤講師
月額246,800円
賞与なし

非常勤講師
時給2,000円
賞与なし

年齢は平成26年４月１日現在

★臼杵市歴史資料館の史料専門員（臨時職員）募集は、32ページに掲載しています。

試験日時・会場　　２月16日㈰
　○一般事務・観光施設受付事務・市立図書館

　　試験会場　臼杵庁舎会議室　受付９:30～９:50　教養試験10:00～11:30（予定）

　○ 学校校務職員（幼・小・中学校）・幼稚園教諭・学校図書司書・特別支援教育支援員・複式授業解消臨時講師・給食

配送車助手

　　試験会場　臼杵市民会館小ホール　受付９:30～９:50　教養試験10:00～11:30（予定）

　○清掃センター・臼杵市民会館施設管理担当　後日、面接試験日を本人宛通知します。

選考方法　書類選考、教養試験

　　　　　清掃センター・臼杵市民会館施設管理担当は書類選考・面接試験

※２月12日㈬までに受験票が届かない場合は、問合せ先まで連絡してください。

申込・問合せ先　教育総務課（内3131・臼杵庁舎）
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Information Box

情報
ボックス

　臼杵市が発注する小規模な工事などの受注・施工
を希望する市内の事業者（市の入札参加資格名簿に
登録されていない事業者）の登録を受付けます。
対象工事
　臼杵市が発注する小規模な工事や修繕
　軽易な内容で履行の確保が容易なもの
　１件の工事金額20万円未満のもの
対象事業者
　臼杵市内に主たる事業所を置き、臼杵市競争入札
参加資格者名簿に登録されていない事業者（建設業
許可の有無、経営組織・従業員数などは不問）
申請方法
　契約検査課に備え付けの登録申請書（臼杵市ホー
ムペジでダウンロードもできます）に必要書類を添
えて契約検査課へ申請してください。

受付期間　　２月３日㈪～28日㈮
有効期間　　平成26・27年度の２年間有効

問合せ先　　契約検査課（内1241・臼杵庁舎）

問合せ先　福祉課子育て支援室（内1177・臼杵庁舎）

臼杵市小規模修繕工事等契約希望者
登録制度の申請を受付けます

平成26年度競争入札参加資格
審査申請（指名願）

平成26年度　臼杵市認可保育所の新規入所・継続入所を受付けます
　小学校就学前までの児童を保護者や同居親族の就労などにより、家庭で保育できないことを理由とする方を対
象に、平成26年度の市内認可保育所への新規入所・継続入所の申込みを受付けます。
受付期間　１月６日㈪～31日㈮
受付場所　福祉課子育て支援室(臼杵庁舎)、市民生活推進課(野津庁舎)、各保育所
必要書類　 入所申込書一式
　　　　　※ 市内の保育所へ継続入所の方は、保育所で現況届を受け取ってください。市外の保育所へ継続入所の方は、現

況届を郵送します。
　　　　　※源泉徴収票などの添付書類は、入所申込で確認してください。
保育料　　児童の年齢、市町村民税額、所得税額などで保育料の基準額が異なります。詳しくは、お問い合せください。
備　考　　希望者が多数の場合は、希望する保育所に入所できないことがありますので、あらかじめご了承ください。

① 建設工事
受付期間 市内・県内業者　１月６日㈪～２月３日㈪
　　　　 県外業者　２月３日㈪～28日㈮
有効期間　平成26・27年度の２年間
※ 市内・県内業者の受付期間を変更していますので、
ご注意ください。
② 建設コンサルタント業務
受付期間　２月３日㈪～28日㈮
有効期間　平成26年度の１年間（中間年）
③ 物品など
受付期間　２月３日㈪～３月17日㈪
有効期間　平成26年度の１年間（中間年）
④ 施設等管理業務委託
受付期間　２月３日㈪～３月17日㈪
有効期間　平成26年度の１年間（中間年）
　契約検査課に備え付けの申請書（臼杵市ホーム
ページでダウンロードできます）に、必要書類添えて
契約検査課に申請してください。
詳しくは、臼杵市ホームページをご覧ください。

問合せ先　契約検査課（内1241・臼杵庁舎）

運　営 施設名 定員 電話番号 運　営 施設名 定員 電話番号

公立（民営） 佐志生保育所 20名 0972-68-3838 私　立 海添保育園 70名 0972-63-0129

公立（民営） 下南保育所 60名 0972-62-3630 私　立 すみれ保育園 155名 0972-63-5991

私　立 海辺保育園 100名 0972-62-3464 私　立 中央保育所 90名 0972-62-3629

私　立 市浜保育園 90名 0972-62-3229 私　立 野津北保育園 60名 0974-32-3656

私　立 臼杵保育園 90名 0972-62-5663 私　立 野津南保育園 60名 0974-32-2283
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ほんまもん農産物お届け隊の研修生を募集します

水道管の凍結に注意しましょう！

問合せ先　　有機農業推進室（内162・野津庁舎）　　臼杵市環境保全型農林振興公社☎0974-32-7988

問合せ先　上下水道管理課　☎0972-64-0312

　有機農産物の生産を志す新規就農者を育成するために「ほんまもん農産物お届け隊」の研修生を募集します。
応募資格　以下の条件を満たす方　
　　　　　①新たに有機農業で経営を始めようとする65歳までの方で、普通自動車免許を持っている方
　　　　　②研修期間終了後、臼杵市内で３年以上、有機農業に従事する方
研修内容　野津町の畑（１人約1,000㎡）で、畑作の作付から出荷までの一連の農作業（市が営農指導します）
研修期間　平成26年４月～平成27年３月（約１年間）
応募方法　 産業観光課（臼杵庁舎）、有機農業推進室（野津庁舎）に備え付けの市指定履歴書（臼杵市ホームペー

ジでダウンロードもできます）に必要事項を記入し、２月14日㈮（消印有効）までに直接または郵
送で有機農業推進室（〒875‐0292　臼杵市野津町大字野津市326番地の1）へ申し込んでくださ
い。

■こんなときに凍結します
　 　屋外の気温が－４℃以下になるとき、冬に長期間水道を使用しないとき、一日の最高気温が０℃以下の真
冬日が続いたとき

■水道管の凍結を防止するには
　　屋外の露出した水道管や蛇口は保温材などで保護してください。
　　 冷え込みが厳しいときは、蛇口から少しずつ水を出しておくなどの工夫をしてくだ

さい。（出した分の水にも料金がかかりますので、出し過ぎにはご注意ください。）

■凍って水が出なくなったときは
　 　気温上昇による自然解凍を待つかタオルをかぶせた上からぬるま湯を徐々にかけ
て解凍してください。蛇口や水道管に熱湯をかけたり、無理に蛇口をひねったりする
と破裂する恐れがありますので、ご注意ください。

■水道管が破裂してしまったら
　 　止水栓を閉めて水を止めましょう。止水栓が見つからないときは、破裂箇所にタオルなどを巻きつけて水
が吹き出るのを防ぐなどの応急処置を行ってください。
　凍結破損などの修繕は、指定給水装置工事事業者に依頼してください。
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　くらしの情報館への掲載依頼
は、市長室（内2115・臼杵庁舎）
までご連絡ください。
２月号の締切　　　１月６日㈪
３月号の締切　　　２月３日㈪

な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を
守
っ
て
く
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

佐
伯
年
金
事
務
所

☎
０
９
７
２
‐
22
‐
１
９
７
０

電
線
の
近
く
で
の

た
こ
揚
げ
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

鉄
塔
や
電
線
の
近
く
で
の
た
こ
揚
げ
は

や
め
ま
し
ょ
う
。
も
し
、電
線
な
ど
に
た

こ
が
か
か
っ
た
と
き
は
九
州
電
力
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問 

九
州
電
力
大
分
お
客
さ
ま

セ
ン
タ
ー
佐
伯
営
業
所

☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
５
０
６

Ｐ
Ｍ
２・５
の
注
意
喚
起
は

『
県
民
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
』で

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
大
分
県
内

の
災
害
情
報
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

る『
県
民
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
』。
登
録

は
無
料
で
す
が
、メ
ー
ル
の
送
受
信
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
な

ど
の
通
信
料
は
登
録
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問 

大
分
県
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
１
５
５

確
定
申
告
書
の
受
付
は

１
月
６
日
㈪
か
ら

　

平
成
25
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、１
月
６

日
㈪
か
ら
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得

税
の
申
告
期
限
と
納
期
限
は
３
月
17
日

㈪
、消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
申
告
期
限

と
納
期
限
は
３
月
31
日
㈪
で
す
。
申
告

書
の
控
え
に
収
受
印
が
必
要
な
方
は
、

○
大
分
県
行
政
書
士
会
相
談

　

遺
言
、相
続
に
関
す
る
書
類
の
作
成
、

農
地
転
用
、官
公
署
へ
の
許
認
可
申
請
、

生
活
の
中
で
の
困
り
ご
と
な
ど

と　

き　

1
月
６
日
㈪
13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１
会
議
室

問 

大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

公
証
役
場
無
料
相
談

と　

き　

1
月
15
日
㈬
９
時
〜
12
時

と
こ
ろ　

臼
杵
商
工
会
議
所
内

内　

容　

遺
言
の
作
成
、任
意
後
見
契

約
、金
銭
貸
借
、賃
貸
借
、離
婚
に
伴
う
養

育
費
の
支
払
い
な
ど 

※
予
約
で
き
ま
す

問 

大
分
公
証
人
合
同
役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

女
性
に
対
す
る
暴
力
相
談
窓
口

問 

同
和
人
権
対
策
課

（
内
１
６
１
２
・
臼
杵
庁
舎
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
金
制
度
で

す
。
自
営
業
者
、学
生
、ア
ル
バ
イ
ト
、

無
職
の
方
は
、国
民
年
金
加
入
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
国
民
年
金
は
、老
後

の
生
活
保
障
だ
け
で
な
く
、病
気
・
け
が

で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
や
一
家
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、あ

相　

談

お
知
ら
せ

市
役
所
の
相
談
窓
口

○
臼
杵
地
域
相
談
会

と　

き　

1
月
16
日
㈭10

時
〜
14
時
30
分

・
月
例
行
政
相
談

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１
会
議
室

・
登
記
相
談(

要
予
約)

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
２
会
議
室

・
人
権
相
談

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
執
行
部
控
室

○
野
津
地
域
月
例
行
政
・
人
権
相
談

と　

き　

1
月
17
日
㈮
９
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

野
津
中
央
公
民
館農

事
研
修
室

○
大
分
県
司
法
書
士
会
法
律
相
談
会

と　

き　

1
月
14
日
㈫
13
時
〜
16
時

（
30
分
程
度)

※
要
予
約

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１
会
議
室

予
約
先　

市
民
課

○
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

悪
質
商
法
、ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
、多
重

債
務
な
ど
の
お
悩
み
は
消
費
生
活
相
談

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
、秘

密
厳
守

相
談
電
話
☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
９
５
３

と
こ
ろ　

市
民
課

○
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
弁
護
士
相
談

と　

き　

1
月
20
日
㈪
13
時
〜
15
時

（
30
分
程
度)

※
要
予
約

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
執
行
部
控
室

予
約
先　

市
民
課

問 

市
民
課（
内
１
１
６
１
・
臼
杵
庁
舎
）

提
出
時
に
控
え
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
所
得
税
・

復
興
特
別
所
得
税
、消
費
税
・
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書

な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申

告
書
は
、ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
か
印
刷

し
た「
書
面
」を
税
務
署
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

前
年
に
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
や「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
し
て
申
告
さ

れ
た
方
に
は
、事
前
に
確
定
申
告
書
関

係
書
類
を
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

臼
杵
税
務
署　

※
自
動
音
声
案
内

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
５
２
２

法
定
調
書
の
提
出
は

１
月
31
日
㈮
ま
で

　

給
料
、報
酬
、不
動
産
の
使
用
料
等
を

支
払
っ
た
場
合
に
は
、支
払
先
の
住
所
、

氏
名
、支
払
金
額
等
を
記
載
し
た
源
泉

徴
収
票
や
支
払
調
書
な
ど（
以
下「
法
定

調
書
」と
い
う
）に
、法
定
調
書
合
計
表

を
添
え
て
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
利
子
、配
当
な
ど
の
一

部
を
除
き
、平
成
25
年
中
の
支
払
に
係

る
法
定
調
書
の
提
出
は
１
月
31
日
㈮
ま

で
で
す
。
法
定
調
書
は
、ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
か
光

デ
ィ
ス
ク
等（C

D

・FD

な
ど
）で
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

臼
杵
税
務
署　

※
自
動
音
声
案
内

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
５
２
２

登録は
こちらから
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４
月
１
日
㈫
か
ら
消
費
税
が

８
％
に
変
わ
り
ま
す

　

消
費
税
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、４
月

１
日
か
ら
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
税

率
が
、５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。国
税
庁
で
は
、国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
消
費
税
法
の
改
正
内
容
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。ま
た
、主
な
改

正
内
容
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

各
税
務
署
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、最
寄
り
の
税
務
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

臼
杵
税
務
署　

※
自
動
音
声
案
内

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
５
２
２

４
月
１
日
㈫
か
ら
市
の
施
設
の

使
用
料
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
㈫
か
ら
の
消
費
税
が
８
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、市

の
施
設
の
使
用
料
な
ど
が
変
更
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、市
報
３
月
号
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問 

総
務
課（
内
２
１
４
０
・
臼
杵
庁
舎
）

臼
津
葬
斎
場
火
葬
炉
設
備

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　

臼
津
葬
斎
場
で
は
火
葬
炉
設
備
の
改

修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

完
了
予
定
日　

平
成
26
年
３
月
28
日
㈮

火
葬
業
務
は
通
常
通
り
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、火
葬
炉
４
基
中
２

基
の
稼
働
と
な
り
ま
す
の
で
、希
望
通

り
の
予
約
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

臼
津
広
域
連
合
事
務
局

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
０
９
９
７

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

銃
砲
刀
剣
類
証
明
証
が
つ
い
て
な
い

古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
を
お
持
ち
の
方

は
、必
ず
登
録
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

と　

き　

１
月
８
日
㈬
13
時
〜
17
時

と
こ
ろ　

大
分
県
総
合
庁
舎
別
館
８
階

84
会
議
室

持
参
品　

現
物
、発
見
届
出
済
証
、登
録

手
数
料（
１
件
６
、３
０
０
円
）

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
教
育
庁
文
化
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
３

受
け
て
い
ま
す
か　

健
康
診
査

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
を
対
象

に
、糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
や
早
期
治
療
の
た
め
に
健
康
診

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
生
活

習
慣
病
な
ど
の
治
療
を
さ
れ
て
い
る
方

や
平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
ま
た
は
そ

れ
に
相
当
す
る
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方

は
、必
ず
し
も
受
診
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

健
康
診
査
受
診
券
の
有
効
期
限　

３
月
31
日
㈪

健
診
時
の
持
参
品　

健
康
診
査
受
診
券

と
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証

問 

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
事
務
局　☎

０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

保
険
健
康
課（
内
１
１
４
６
・
臼
杵
庁
舎
）

お
お
い
た
妊
娠
ヘ
ル
プ

セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か

　
「
お
お
い
た
妊
娠
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、妊
娠
や
出
産
、育
児
の
悩
み
な
ど

の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

大
分
県
助
産
師
会「
子
育
て
・

女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
」内（
大
分
市

中
央
町
）

と　

き　

水
〜
日
曜
日　

11
時
30
分
〜

19
時（
年
末
年
始
を
除
く
）

内　

容　

専
任
助
産
師
に
よ
る
相
談
、

産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
面
接
相
談（
予

約
制
）

電
話　

☎
０
１
２
０‒

２
４
１‒

７
８
３

Ｅ
メ
ー
ル　

n
in
sin
-7
8
3
@
sa
g
e
.o
c
n
.

n
e
.jp

そ
の
他　

相
談
は
無
料
で
す
。

問 

大
分
県
健
康
対
策
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
６
３

給
食
用
物
資
納
入
業
者
登
録
申
請

　

平
成
26
年
度
の
給
食
用
物
資
納
入
業

者
の
登
録
申
請
を
受
付
け
ま
す
。

締　

切　

１
月
31
日
㈮

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

臼
杵
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
１
１
１
５

野
津
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
４
‐
32
‐
２
２
５
３

均
等
・
両
立
推
進
企
業
を

募
集
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
職
場
に
お
け
る

女
性
の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
の

積
極
的
な
取
組
み
」や「
仕
事
と
育
児
・

介
護
と
の
両
立
支
援
の
た
め
の
取
組

み
」を
推
進
し
て
い
る
企
業
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
１
日
㈬
〜
３
月
31
日

㈪詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

大
分
県
立
聾ろ

う

学
校
入
学
生
募
集

◎
幼
稚
部

対　

象　

平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成

23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、聴
覚
に
障

が
い
を
有
す
る
方

募
集
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

◎
専
攻
科
産
業
技
術
科

対　

象　

聾
学
校
高
等
部
卒
業
者（
卒

業
見
込
み
を
含
む
）、聴
覚
に
障
が
い
を

有
す
る
高
卒
者（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

募
集
期
間　

前
期
２
月
17
日
㈪
〜
21
日

㈮
、後
期
３
月
17
日
㈪
〜
18
日
㈫

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
立
聾
学
校

 

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
０
４
７

℻  
０
９
７
‐
５
４
６
‐
２
１
１
１

募　

集

臼杵市役所
臼杵庁舎　0972-63-1111
野津庁舎　0974-32-2220
※ 執務時間内に野津庁舎におかけいただいた電話は、市内通話料金で関係課
につながります。
問 総務課（内2139・臼杵庁舎）　
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大
分
県
立
盲
学
校
入
学
生
募
集

◎
幼
稚
部

対　

象　

平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成

23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、視
覚
に
障

が
い
を
有
す
る
方

募
集
期
間　

１
月
27
日
㈪
〜
２
月
７
日

㈮◎
高
等
部（
普
通
科
・
専
攻
科
）

対　

象　

視
覚
に
障
が
い
を
有
す
る
中

卒
者（
普
通
科
）、高
卒
者（
専
攻
科
：
あ

ん
ま
鍼し

ん
き
ゅ
う灸

募
集
期
間　

２
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問 

大
分
県
立
盲
学
校

 

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

佐
伯
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

募
集
科　

機
械
加
工
科
、オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ

ネ
ス
科
、建
築
科

定　

員　

各
20
名

対　

象　

平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
で

39
歳
以
下
、高
校
卒
業
程
度
の
方

※
建
築
科
は
中
学
卒
業
以
上
の
方
、10

名
分
は
年
齢
制
限
な
し

締　

切　

１
月
31
日
㈮

選
考
日　

２
月
17
日
㈪

問 

大
分
県
立
佐
伯
高
等
技
術
専
門
校

 

☎
０
９
７
２
‐
22
‐
０
７
６
７

簡
単
お
い
し
い 

お
魚
料
理
教
室

　

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
臼
杵

支
部
に
よ
る
、魚
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
簡
単
な
魚
の
さ
ば
き
方
も
体
験
で

き
ま
す
。

と　

き　

１
月
29
日
㈬９

時
30
分
〜
13
時

と
こ
ろ　

臼
杵
市
中
央
公
民
館
調
理
室

定　

員　

15
名（
先
着
順
）

参
加
料　

３
０
０
円

※
託
児
が
必
要
な
方
は
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問 

保
険
健
康
課（

内
１
１
４
９
・
臼
杵
庁
舎
）

赤
十
字
救
急
法
な
ど
の
講
習
会

と
こ
ろ　

日
本
赤
十
字
大
分
県
支
部

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

日
本
赤
十
字
大
分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
６

日
商
検
定
試
験

・
珠
算
検
定（
１
〜
10
級
）

と　

き　

２
月
９
日
㈰

締　

切　

１
月
９
日
㈭

・
販
売
士
検
定（
１
級
・
３
級
）

と　

き　

２
月
19
日
㈬

締　

切　

１
月
27
日
㈪

・
簿
記
検
定（
２
〜
４
級
）

と　

き　

２
月
23
日
㈰

締　

切　

１
月
24
日
㈮

※
会
場
は
、す
べ
て
臼
杵
商
工
会
館

問 

臼
杵
商
工
会
議
所

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
８
１
１

普
通
救
命
講
習（
２
時
間
）

と　

き　

２
月
９
日
㈰

18
時
〜
20
時（
２
時
間
）

と
こ
ろ　

臼
杵
市
消
防
署
３
階
研
修
室

対　

象　

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
を
受

講
し
た
方　

定　

員　

25
名（
先
着
順
）

締　

切　

２
月
２
日
㈰

そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
に
つ
い
て
は
、臼
杵
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

臼
杵
市
消
防
本
部
警
防
課

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
２
３
０
３

市
民
公
開
福
祉
講
座

と　

き　

１
月
29
日
㈬

18
時
30
分
〜
20
時
10
分

と
こ
ろ　

臼
杵
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

内　

容　

家
族
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
を

防
止
す
る
た
め
の
支
援
策

講　

師　

加
藤
伸
司
氏（
東
北
福
祉
大

学
教
授
）

定　

員　

１
５
０
名（
先
着
順
）

※
入
場
無
料
、事
前
申
込
が
必
要

問 

高
齢
者
総
合
福
祉
施
設　

緑
の
園

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
２
７
６
２

教
室
・
講
習
会
・
試
験

第24回
豊の国ねんりんピックの結果

（敬称略）
優　勝　 テニス交流大会（髙橋佳子、三浦勝重、守末

憲昭、荻野嘉一、浜野清秀、樋田請子、水田
陽三、小野昌子）

　　　　 ソフトボール交流大会　Cパート（児玉忠弘、
亀井隆、薬師寺清春、田口忠、冨田安弘、合澤
義雄、山本一、石田昭憲、松尾栄喜、相馬芳
隆、足立治、寺本吉一、甲斐英二、吉賀茂）

　　　　 三世代交流健康マラソン大会
　　　　高齢者男子60歳代　3.4ｋｍ　石川章一
　　　　 剣道交流大会（髙柳茂、徳光正和、梅田徳男、

安藤哲夫、中村畩勝、遠藤勝政、板井正之）
準優勝　 ソフトテニス交流大会（藍澤昭八、田原明

紀、栗林丈二、後藤哲夫、土谷桂山、垂井秀
友、神野武雄、藍澤喜久子）

　　　　 ゲートボール交流大会　Bパート（甲斐
一二三、中村正臣、吉良康生、長田サツキ、
廣田フサ子、三浦英治、後藤シズ子）

第３位　 ペタンク交流大会（廣瀬忠行、亀井信江、戸
成勝彦、小坂清子）

問合せ先　高齢者支援課（内1152・臼杵庁舎）

コース 日時 対象 教材費

① 赤十字救急法基
礎講習会

１/21㈫、
３/14㈮
９時～15時

一般 1,500円

② 赤十字救急法救
急員養成講習会

１/22㈬・23㈭、
３/15㈯・16㈰
９時～17時30分

赤十字救急法基
礎講習会修了者 1,500円

③ 赤十字救急法救
急員資格継続研
修会

２/５㈬
10時～15時

赤十字救急法
救急員 1,000円

④ 赤十字幼児安全
法支援員資格継
続研修会

２/25㈫
10時～15時

赤十字幼児
安全法支援員 1,000円
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臼杵市役所でウォームビズ実施中
　臼杵市役所では３月31日㈪まで、室内温度
を19℃に設定し、暖かく動きやすい服装で業
務にあたります。ご理解とご協力をお願いし
ます。
問 市長室（内２１１３・臼杵庁舎）



小学校新入学のご案内
対　象
平成19年４月２日～平成20年４月１日生まれの子ども
平成25年に病気などのため、就学を猶予された子ども

入学通知書
１月15日㈬までに入学する小学校を指定した入学通知書を郵送し
ます。転居などで入学通知書が届かない場合は、お問合せください。
※入学通知書の右側（就学届）を１月31日㈮までに指定された小学
校へ提出してください。

　小規模特認校の臼杵南小学校と南中学校では、自然と触れ合いながら豊かな人間性を培い、きめ細やかな
教育指導を受けることができます。決められた通学区に関係なく、臼杵市内はもちろん、市外からの入学・転
学も可能です。

入学（転学）許可
　　・通学は保護者の責任とします。
　　・入学（転学）の時期は、原則として毎年４月１日からとします。
　　・１年以上の通学が可能な方で、できる限り卒業までとします。
　　・市外からの入学（転学）も可能です。

申請手続きなど
　学校教育課に備え付けの申請書類（臼杵市ホームページでダウンロードもできます）に必要事項を記入し、
２月28日㈮までに学校教育課へ申請してください。なお、申請後に各学校長の面接があります。

問合せ先　学校教育課（内3112・臼杵庁舎）

問合せ先　学校教育課（内3113・臼杵庁舎）

充実した体験活動　きめ細やかな教育指導

小規模特認校の児童・生徒を募集

オープンスクール（学校公開）を行います。見学してみませんか。

臼杵南小学校
☎0972-65-3030

南中学校
☎0972-65-3223

と　き　１月18日㈯　8:20～12:00

内　容　授業参観・ふれあい交流会

と　き　１月25日㈯　8:30～12:00

内　容　授業参観・学校紹介・炭焼き体験

運動会で太鼓を披露する児童 能楽公演で実演する生徒
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★みんなで作ろうクッキング
と　き　１月11日㈯
★できるかな(０歳～造形遊び)
と　き　１月15日㈬
★ママと赤ちゃんの読み遊び（０歳～１歳・専）
と　き　１月17日㈮
★パン作り教室
と　き　１月18日㈯
★英語で遊ぼうＡＢＣ（専）
と　き　１月21日㈫
★ためしてみよう(０歳～体育遊び・専)
と　き　１月22日㈬
☆オープン保育・ママのための簡単一品料理
と　き　１月23日㈭
★生き生き知能開発学習保育（Bコース・専）
と　き　１月24日㈮
☆ワンポイントアドバイス
と　き　１月27日㈪
★産後ママとベビーダンス（専）
と　き　１月28日㈫

ウスキッズ
開館日時　月～金　９:00～15:00
ところ　海辺保育園

☎0972-62-3464
※ 月～金曜日の行事のない日時はプ
レイデーとして開館
※ ０歳児対象は大浜老人憩の家で実施
時間はすべて10:30～12:00
☆身体計測(０歳児対象)
と　き　１月８日㈬
☆園長先生の話
と　き　１月15日㈬
☆祝！満１歳のたん生会（0歳児対象）
と　き　１月22日㈬

よいこのへや
開館日時　月～金　９:00～16:00
※毎月第１火曜日は11：00～16：00
ところ　港町本通り７組

☎０９７２-83-４４１５

☆絵本読み語り
と　き　１月９日㈭10:30～11:30
★アロマテラピー教室
と　き　１月10日㈮10:30～11:30
☆洗濯バサミで遊ぼう
と　き　１月14日㈫10:30～11:30

☆ヒップホップダンス
と　き　１月18日㈯
　　　　10:00～12:00
ところ　諏訪山体育館
☆親子で一緒にヒップホップダンス
と　き　１月24日㈮
　　　　10:30～11:30
★ベビーマッサージ
と　き　１月27日㈪
　　　　10:30～11:30

子育て支援センター　童
開館日時　月～金　10:00～16:00
　　　　　土曜日　10:00～15:00
ところ　鹿嶋事務所

☎0974-32-3070
☆絵本のよみきかせ（手遊びうた）
と　き　１月９日㈭
　　　　10:30～11:00
★ピラティス
と　き　１月17日㈮
　　　　10:15～11:30
ところ　野津保健センター
定　員　10組（要予約、１月15日㈬まで）
持参品　バスタオル、水筒
☆みんなで子育て！

（ノーバディズ・パーフェクト講座）
と　き　１月21日㈫10:30～11:30

英語で遊ぼう！！
高野(昼間)　☎０９０-６８９４-９１０７
　
と　き　１月13日㈪
　　　　10:30～11:30
ところ　臼杵市中央公民館和室
対　象　 １歳～６歳の未就学児と保護者
参加費　１組300円

リズムのお部屋
前田　0972-62-2847
童謡、わらべ歌、表現遊び、紙芝居
１月の歌は「冬のあそびうた」ほか
と　き　１月15日㈬
　　　　10:00～11:00
ところ　八町大路カニ醤油「自由空間」

(ケーブルテレビ前)
対　象　乳幼児と保護者
※自由参加

子育てサロン「この指とまれ」
主任児童委員　山本

☎０９７２-67-２５５３
と　き　１月17日㈮
　　　　10:00～11:30
ところ　臼杵市中央公民館和室
内　容　「まめまき」をしよう
対　象　０歳児～未就園児
※自由参加

野津公民館主催事業
乳幼児期家庭教育学級 スキップ
野津中央公民館 ☎０９７４-32-２２７０
と　き　１月22日㈬９:30～12:00
ところ　野津中央公民館婦人研修室
内　容　ベビーマッサージ
対　象　未就園児と保護者
※要予約

なかよし広場
認定こども園アソカ幼稚園 

☎0972-63-0807
第11回なかよし広場
と　き　１月28日㈫10:00～11:00
　　　　受付９：40～10:00
ところ　アソカ幼稚園
内　容　鬼の面をつくります
対　象　未就園児と保護者

天使組
カトリック臼杵幼稚園

　☎0972-62-3065
第８回天使組
と　き　２月５日㈬
　　　　　9:00～　受付・自由遊び
　　　　 10:30～11:30　活動
ところ　カトリック臼杵幼稚園
　　　　マリアホール
内　容　つくって、あそぼう！！
対　象　未就園児と保護者
※１月の天使組はお休みです。
毎週火曜日９:00～16:00は園庭を開
放しています。

甲
か い

斐　稜
り く

空くん
（11日・あすとぴあ）

渡
わたなべ

邊　結
ゆ あ

愛ちゃん
（10日・尾本）
（和己・早紀）

うすきの元気な
子どもたち

うすきっこ
U S U K I K K O

HAPPY
1st.
BIRTHDAY

1月生まれ

祖
そ ぶ え

父江　和
わか な

奏ちゃん
（11日・江無田）
（伸矢・美幸）

木
き だ

田　陽
はる ま

真くん
（18日・東鍛冶屋）
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ソフトテニス 九州大会を初制覇

目指せ表彰台 ゴルフ全国大会へ出場

　12月12日、野津町ジュニアソフトテニスクラブに所属する小学生が臼杵

庁舎を訪れ中野市長に九州大会での優勝を報告しました。川野ななか（野

津小学校６年）さんと小橋蘭夢さん（野津小学校６年）のペアは、11月24日

に長崎県で開催さ

れた第18回九州

小学生ソフトテニ

ス選手権の女子

の部に出場し、大

分県勢として初め

て優勝しました。

　12月2日、第７回全国小学生ゴルフ春季大会に出場する内藤滉人くん（野

津小学校６年）と森本まつりさん（市浜小学校６年）が臼杵庁舎を訪れ中野市

長へ出場報告をしました。福岡県小郡市で開催された第９回九州小学生ゴ

ルフ選手権大会の男

子の部、女子の部で

それぞれ３位に入賞

し、３月に千葉県印西

市で開催される全国

大会への出場権を獲

得しました。

予　約　★は要予約。　☆は予約不要です。
対　象　未就学児(保護者同伴)
※予約はお問い合わせください。
※(専)は専門講師の行事
○行事のない日について
　開館日は行事のない日でも、気軽に立寄
れます。子育てに関する相談や自主サークル
の育成も行っています。
○子育て携帯サイトについて
　行事予定をトピックスでお知
らせています。
スマートフォンご利用の方は、
http://www.smiile-kids.jp/usuki.oita

子育てルーム「あのね」
開館日時　月～土10:00～13:00
ところ　すみれ児童館 

☎0972-63-7343
※要予約は、１週間前までに
時間はすべて10:00～13:00
☆子育てヘルプ(専)
と　き　１月６日㈪
★作ってみようおばあちゃんの味
と　き　１月７日㈫
★作って遊ぼう
と　き　１月８日㈬
★楽しく遊ぼうリトミック（専）
と　き　１月９日㈭
★生き生き知能開発学習保育(Ａ・専)
と　き　１月10日㈮

内藤くん、森本さん（左から）

川野さん（左から２人目）、小橋さん（左から３人目）

石
いし い

井　琉
る か

珂くん
（９日・大浜）

児
こだ ま

玉　純
じゅんな

菜ちゃん
（26日・芋地）

髙
たかはし

橋　拓
たく み

巳くん
（24日・北海添）
（知範）

森
もり

　忠
ただよし

慶くん
（21日・下末広一）

（一馬）

後
ごと う

藤　祝
のりひと

仁くん
（７日・港町東）
（頼信・清美）

岩
いわ た

田　ゆりあちゃん
（５日・明星）
（啓司・めぐみ）

首
しゅとう

藤　巧
たく と

人くん
（９日・浜）
（一也・加奈）

田
たな か

中　柚
ゆず き

妃ちゃん
（７日・尾本）
（昌治）

塚
つかもと

本　妙
みち る

琉ちゃん
（22日・城北）
（林功）

後
ごと う

藤　響
ひび き

己くん
（19日・新地）
（健・友恵）

　初めての誕生日を記念して、市報に写真を載せて
みませんか。
対　　象　 市内に住む２月に1歳を迎えるお子さん
応募方法　 必要事項に写真を添えて１月９日㈭まで

に市長室へ
必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年
月日、行政区（住所）、保護者氏名、連絡先（電話番
号、FAX、E-mail）
申込･問合せ先　市長室（内2115･臼杵庁舎）
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1月24日～30日は全国学校給食週間です
　学校給食への理解や関心を深めることを目的とした全国学校給食週間
は、戦後に学校給食が再開されたことを記念して定められました。臼杵市
では、期間中に大分の郷土料理を給食で食べることによって、その作り方
や名前の由来などを学習します。また、給食畑の野菜の生産者をはじめ、
給食に関わる方への感謝の気持ちを育てます。

　一日に合せて約3,500食の学校給食を調理する臼杵学校給食センターと野津学校給食センター。地産地消や衛生管理に努
め、未来を担う子どもたちの心と体を育むおいしい給食となるよう、日々創意工夫に取り組んでいます。今回は、学校給食セン
ターの一日をご紹介します。

学 校 給 食 セ ン タ ー の 一 日

問合せ先　臼杵学校給食センター　☎0972-63-1115
　　　　　野津学校給食センター　☎0974-32-2253

１．検　収
届いた食材の鮮度や産地、数量、品
質、温度などを確認後、下処理へ。

４．配缶
できあがった料理を温度確認し、各
クラスごとに食缶につぎ分けます。

２．下処理
野菜を洗ったり、皮をむいたりします。
野菜は３回洗います。

５．配送
食缶をコンテナに入れ、トラックで各
学校へ配送します。

７．食器などの回収・洗浄
各学校から返却された食器などは、
よく洗浄し、各クラスごとに数をそろ
え消毒保管庫で消毒します。

３．調理
下処理された材料を大きな釜などを
使って献立ごとに調理します。

いただきます！　
校内放送や給食当番が給食センター
からのお便りを紹介する学校もあり
ます。

６．ミーティング　
その日の調理の反省と翌日の作業を
確認します。

07:30

11:0012:00

12:30 13:30
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問合せ先　市民生活推進課（内212・野津庁舎）

吉四六さん村の農泊日記

　今年度から臼杵市内の全ての小学５年生が、「農泊」を体験するように
なり、11月までに、約300名の子どもたちが吉四六さん村を訪れました。
「地元の子どもは、地元で育てる！」を合言葉に、受入れ家庭の皆さんは
本当の孫を迎えるように満面の笑顔で子どもたちを受け入れました。子
どもたちも、日頃見せない表情や明るい声、伸び伸びした姿で農村を駆
け回りました。その姿に引率の先生もびっくりするほど。これが吉四六
さん村の農泊の魅力の一つ「子どもたちの本来の姿を引き出す」です。
　もう一つの魅力。それは「自分自身を振り返ることでの気付き」です。
とれたての農産物を受入れ家庭の皆さんと一緒に調理し、会話をしなが
ら楽しく食べること。そして、食後は家族だんらんのゆっくりとした時間
を過ごすこと。これらの何気ないけれど貴重な時間を過ごすことで、日
頃何かと忙しい生活をおくる子どもたちにとって、自分自身を振り返り、
いろいろなことに気付くことができたのではないでしょうか。
　吉四六さん村では、この取り組みが、未来を担う子どもたちの成長につ
ながってほしいと願っています。

～二つの魅力～

Vol.5 

材料 4人分 材料 4人分

作り方
作り方

魚の切り身 ……………………………………… ４切れ
かたくり粉 …………………………………………適量
揚げ油………………………………………………適量
大根……………………………………………… 120ｇ
みりん ………………………………………… 小さじ２
濃口しょうゆ ……………………………… 小さじ１強
薄口しょうゆ ……………………………… 小さじ１/２

ゴボウ ………………………………………………… 100g
かたくり粉 ………………………………………………適量 
揚げ油……………………………………………………適量 
刻みピーナツ ……………………………………… 大さじ１ 
かえりいりこ ……………………………………………10ｇ 
A　濃口しょうゆ、みりん、砂糖、水 …………… 各小さじ1

① 大根をすりおろして鍋に入れ、みりんと濃口・薄口
しょうゆを加えて煮立て余分な水分は、軽く煮飛ば
す。 
② 魚の切り身に、かたくり粉をまぶし、中温（約170℃）
でからりと揚げる。  
④揚げた魚に①をからめたら、できあがり。

① ゴボウは大きめのささがきか薄切りにし、水にさらしてア
クを抜く。   
② ①のゴボウにかたくり粉をまぶして、中温（約170℃）で
からりと揚げる。
③かえりいりこは、から炒りする。   
④Aの調味料を混ぜ合わせておく。
⑤ 鍋に刻みピーナツと②、③、④を入れてよく混ぜ合わせて
から、軽く加熱して調味料をからませたらできあがり。

魚の大根おろしかけ 揚げゴボウのカミカミ

★管理栄養士のおすすめポイント
　魚の大根おろしかけは、大根がおいしい冬ならではの魚料理です。魚が苦手な方にも食べやすく、タチウオ、アジ、カマガリなど、
いろいろな魚で簡単に作ることができます。
　揚げゴボウのカミカミは、ゴボウの食物繊維、ピーナツやいりこのカルシウムが取れ、よく「かむ」ことができる料理です。おかず
にはもちろん、おやつやおせち料理にもおすすめします。

問合せ先　野津学校給食センター　☎0974-32-2253

材料、分量、作り方は、学校給食のレシピを家
庭用にアレンジしています。
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問合せ先　臼杵市ケーブルネットワークセンター　☎0972-64-7000

デジタル122（SＤ）

デジタル111（HＤ）

デジアナ　２ch

第２市民チャンネル 

年末年始のうすき市民チャンネル

年末年始営業のご案内
 12月27日㈮ 通常営業（９:00～18:00）
 12月28日㈯ 営業時間（10:00～16:00）
 12月29日㈰～平成26年１月５日㈰ 休　館　
 平成26年１月６日㈪ 通常営業（９:00～18:00）　

　第２市民チャンネルでは、12月30日㈪～平成26年１月５日㈰は通常の番組を変更して、これまでに放送
した「広報うすき」をまとめてご紹介します。
　広報うすき総集編　第１部（約２時間）　 ７:00～、13:00～、19:00～
　広報うすき総集編　第２部（約２時間）　10:00～、16:00～、22:00～

12/30㈪ 12/31㈫ 1/1㈬ 1/2㈭ 1/3㈮ 1/4㈯ 1/5㈰

6:00 臼杵ふるさとトピックス
総集編　前半

臼杵ふるさとトピックス総集編　前半
6:00

7:00
7:00

うすき いきいき健康体操 年始の挨拶 うすき いきいき健康体操 7:30

8:00 臼杵ふるさとトピックス
総集編　後半

臼杵ふるさとトピックス総集編　後半

8:00

8:30

9:00
9:00

青春イミッター
（前半） 
・市内中学校 
・野津高校 
・ 市内高校合同
紹介

臼杵市
秋の文化祭

臼杵高校 
「臼高祭」

野津地域
なかよし音楽祭

青春イミッター
（後半） 
・臼杵高校 
・臼杵商業高校 
・海洋科学校

亀城文化祭

自転車放浪記

9:30

10:00
10:00

臼杵市
小学生音楽会

10:30

11:00
11:00

臼杵商業 
「体育大会・
北斗祭」

臼杵市
中学校音楽会

11:30

12:00

亀城文化祭
子ども市議会

12:00

12:30

13:00
臼杵高校 
「臼高祭」

13:00

野津高校 
「体育祭・永月祭」

臼杵祗園まつ
り総集編

13:30

14:00
野津地域なか
よし音楽祭

14:00

うすき竹宵
総集編

うすきの風景 14:30

15:00
臼杵祗園
まつり総集編

青春イミッター
（前半） 
・市内中学校 
・野津高校 
・市内高校合同
　紹介

臼杵市
小学生音楽会 臼杵商業 

「体育大会・
北斗祭」

15:00

青春イミッター
（後半） 
・臼杵高校 
・臼杵商業高校 
・海洋科学校

海洋科学校 
「マリンピック・

海校祭」
自転車放浪記

15:30

16:00
臼杵市

中学校音楽会

16:00

16:30

17:00
野津地域

なかよし音楽祭 野津高校 
「体育祭・
永月祭」

17:00

うすきの風景 17:30

18:00
臼杵市小学生
音楽会

子ども市議会 臼杵市
秋の文化祭

18:00

18:30

19:00
臼杵市

中学校音楽会

うすき竹宵
総集編 海洋科学校 

「マリンピック・
海校祭」

19:00

19:30

20:00
年始の挨拶 20:00

うすき いきいき健康体操 20:30

21:00 臼杵ふるさとトピックス総集編　前半 21:00

22:00 22:00
臼杵ふるさとトピックス総集編　後半

23:00 23:00

24：00
生活情報番組

24：00

5：00 5：00

年末年始はケーブルテレビをお楽しみください
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愛のおくりもの
◎香典返し
徳尾　　髙橋　實様(故ミツヨ様) 下北小学校へ
門前　　山田　眞代美様(故ヤスヱ様） 市浜小学校へ

◎一般寄附
秋山　　赤峰　龍様 野津小学校へ

広報うすきは環境に配慮した紙・インク・印刷方法で作成しています。
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ひとのうごき
（12月１日現在/推計人口）

●人　口 39,740人（－64人）

・男　性 18,609人（－20人）

・女　性 21,131人（－44人）

・出生　 21人　・死亡　 　37人

・転入　　44人　・転出　 　92人 

●世帯数 15,380戸（－９戸）

※平成22年国勢調査結果をもとにしています。
　 なお、増減に関しては住民基本台帳を基に作成し
ています。

今月の表紙
　タックルの代わりにタッチを使うタッチラ
グビーで、軽やかにステップを踏む少女。11
月24日に吉四六ランドで初開催された臼杵
ラグビーフェスタの一こまでした。

火災・救急発生状況
（11月１日～30日）

火災件数 建物 林野 その他 計

11月中 0 0 1 1

本年累計 7 3 10 20

救急件数 急病 交通 その他 計

11月中 107 19 69 195

本年累計 1,049 152 737 1,938

交通事故発生状況
（11月１日～30日）

交通事故 件数 死者 傷者

11月中 15 0 21

本年累計 142 3 185

問合せ先　大分県地球環境対策課　☎097-506-3024

     はたちのあなたに救える命
　1月1日㈬～２月28日㈮は「はたちの献血」キャンペーン期間です。

　成人式を迎える二十歳の若者を中心に、成分献血や400ｍl献血への協力をお願いしています。献血は

「献血ルームわったん」（大分市玉沢）で受け付けています。

問合せ先　保険健康課（内1142・臼杵庁舎）

 ～部屋の温度は20℃に～
　「冬・エコ暖ライフ」のテーマは「暖房時の室内温度は
20℃に」。暖房の設定温度を22℃から20℃に２℃低くす
ると約７パーセントの節電ができ、１日100グラムの二酸化
炭素を削減できるといわれています。
「重ね着」や「食事」などの工夫で、地球にやさしいエコライ
フを実践しましょう。　
　また、大分県地球環境対策課では「暖をとる智恵」を募集
しています。詳しくは、大分県ホームページをご覧ください。

大分県エコ暖

献血ルームわったん
☎097-574-6822

年中無休（12月31日㈫、1月1日㈬を除く）
受付時間　一般献血　9:30～11:30、12:30～17:30
　　　　　成分献血　9:30～10:30、12:30～16:30

エコ暖ライフ

平成26年はたちの献血
キャンペーン標語



臼杵市歴史資料館
　臼杵市では、臼杵藩にゆかりの古文書や絵図、典籍などの貴重な文化財や歴史資料などを展示する新しい資料館の整
備に取り組んでいます。
　この資料館の名称を９月に募集しましたところ903通のご応募をいただきました。有識者会議などでの審査・選考を経
た後、12月市議会での議決をもって「臼杵市歴史資料館」と決定しました。
　オープンに向け準備の進む「臼杵市歴史資料館」の開館時間や入館料などをお知らせします。

臼杵市歴史資料館の史料専門員(臨時職員)を募集します
職　種　史料専門員(臨時職員)
定　員　１名
賃　金　月額　178,800円（賞与なし） 
勤務日　　週５日勤務(土・日曜日、祝日勤務あり)
採用予定日　平成26年３月1日㈯
資格要件
　学校教育法上の大学・大学院を卒業・修了(見込み含む)
し、次の条件をすべて満たす方
① 大学･大学院で、日本中世史・日本近世史・日本文学（近
世）のいずれかを専攻した方
② 展示企画、解説、調査などに必要な史料読解能力を有す
ること

試験日・内容　２月中旬予定　※別途通知します。
　個人面接、筆記試験(専門知識など）
申込方法
　指定の受験申込書、大学・大学院の卒業(見込)証明書ま
たは修了(見込)証明書など、課題文（歴史資料の保存活用
とまちづくりについて、2,000字以内）を直接持参または
郵送(特定記録郵便、簡易書留)で、１月20日㈪～31日㈮
(必着)に文化・文化財課（〒875－8501　臼杵市大字臼
杵72－１）へ申し込んでください。
※持参は８：30～17：15（土・日曜日は除く）とします。
　 詳しくは、文化・文化財課へお問い合わせいただくか臼
杵市ホームページをご覧ください。

館名採用者と賞品当選者には、文化・文化財課から連絡させていただきます。
たくさんのご応募ありがとうございました。

問合せ先　文化・文化財課（内3122・臼杵庁舎）

新しい資料館の館名が決定
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